
科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

1.基盤教育科目 伊藤創 GLS105-Y51 日本事情 本講義では、政治、社会、文化、歴史、宗教、生活習慣、社会問題など様々な側面

から、日本を捉えることに よって、日本への理解を深めることを目的とする。ま

た、その過程で、今後、日本が、あるいは世界がどのような方向に進んでいくべき

かを議論し、論理的かつ柔軟な思考を養う。 本授業では、時事的な問題を取り込む

こと、また留学生の国籍や人数によって、比較すべき項目を柔軟にシフトしながら

授業で扱う項目を変更しつつ行っていくので、本シラバスに記載されていない日本

の側面を扱うこともある。

2

1.基盤教育科目 飯島葉月 ASL203-y71 マレー語 【目的】|マレーシアをはじめとしたマレー語圏への留学に向けて、はじめてマレー

語を学ぶ学生や、あらためてマレー語を基礎から学びたい学生を対象に、マレー語

やマレー語圏の文化や社会等をゼロから学び・親しむことを目的とする。||【概

要】|テキスト『はじめてのマレーシア語』を中心として、マレー語の基礎文法から

基本的な語彙やフレーズを学んでいく。ただ教科書に沿うだけでなく、教科書から

派生してマレーシアをはじめとしたマレー語圏の文化や社会等への理解も深めてい

く。

1

1.基盤教育科目 岡本久 CMP203-Y01 ICT活用B この科目では、コンピューターリテラシー（読み書きの能力）の、より高度な能力

を身につけることを目的としています。|特に、インターネットを介した情報のやり

取りや、品質の高いプレゼンテーションに欠かすことのできないWebページ構築技

術（HTML言語などの理解）および、画像・映像・音声などのマルチメディアコン

テンツ制作に関する基礎力を習得します。|今日、スマートフォンなどで撮った写真

や映像を発信するのは、専用のツールやアプリを使えば簡単に行うことができま

す。しかし一歩進んだクオリティの高い情報・コンテンツを発信するためには、イ

ンターネットの基本となるHTMLドキュメントやマルチメディアコンテンツについ

ての基本的理解が必要不可欠です。逆にそれらの基礎力を身につけることで、様々

なツールやアプリを効果的に利用し、よりくクオリティの高い情報・コンテンツを

発信することができるようになります。

2

1.基盤教育科目 道免逸子 RSM101-M81 災害と安全 災害について、一人の被災者から、地域、国、地球全体への影響を考え、また、発

災直後から中⾧期までの影響を多角的に捉え、安全を確立するための知恵と力を持

つ人になることを目的とする。|災害の種類、種類別の対応、災害の基礎知識につい

て学び、実際に身の回りでどのようなことが起きるのか、シミュレーションするこ

とで、生きる力を身に着ける。災害を心理面、身体面、社会面から考察し、防災、

減災について学び、自助力の向上を目指す。災害に関する精神、心理的課題に焦点

をあてる災害心理学に対し、災害について広く全般的に学ぶのが本科目である。

2
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1.基盤教育科目 道免逸子 RSM101-Y81 災害と安全 災害について、一人の被災者から、地域、国、地球全体への影響を考え、また、発

災直後から中⾧期までの影響を多角的に捉え、安全を確立するための知恵と力を持

つ人になることを目的とする。|災害の種類、種類別の対応、災害の基礎知識につい

て学び、実際に身の回りでどのようなことが起きるのか、シミュレーションするこ

とで、生きる力を身に着ける。災害を心理面、身体面、社会面から考察し、防災、

減災について学び、自助力の向上を目指す。災害に関する精神、心理的課題に焦点

をあてる災害心理学に対し、災害について広く全般的に学ぶのが本科目である。

2

1.基盤教育科目 村田昌彦 RSM102-M01 地域防災減災論  本授業では、今後ますます頻発し巨大化する各種災害をたくましく生き抜くため

に必要となる災害に対する基礎的な知識、災害への備え、災害発生時の対応などに

ついて体系的に学習する。|  さらに、履修者には、全国的に認知されている「防災

士」の資格試験の受験機会を提供し、履修者全員が「防災士」の資格取得を目指す

|<防災士教本、防災士試験受験料、防災士登録料（合計12,000円）の一部は、協力

企業からの寄付金により補填され、自己負担金は4,000円。自己負担金は、指定する

期日(授業開始前)に必要書類に添えて納入すること。なお、試験に不合格でも返金

はしません>

2

1.基盤教育科目 村田昌彦 RSM102-Y81 地域防災減災論  本授業では、今後ますます頻発し巨大化する各種災害をたくましく生き抜くため

に必要となる災害に対する基礎的な知識、災害への備え、災害発生時の対応などに

ついて体系的に学習する。| さらに、履修者には、全国的に認知されている「防災

士」の資格試験の受験機会を提供し、履修者全員が「防災士」の資格取得を目指す

|<防災士教本、防災士試験受験料、防災士登録料（合計12,000円）の一部は、協力

企業からの寄付金により補填され、自己負担金は4,000円。| 自己負担金は、講義

開講日に必要書類に添えて納入すること(詳細は別途連絡します)。| 防災士試験に

不合格でも受験しなくても自己負担金は返金しません>

2

1.基盤教育科目 百瀬和夫 CRE201-A01 仕事とキャリア形成Ⅰ 【目的】みなさんの視野をひろげたり、視点を変えたり、様々な角度から社会や会

社、仕事のことを見ていきます。その中で、自分の特性・価値観などに気づき、そ

の特性・価値観を生かせる職業は何か、その仕事をするためには今後どのような知

識や技能を身につけなければならないのかを考え、短期的・中期的な計画を作成で

きるようにします。|【概要】この授業では個人ワークやグループワークを用いて、

職業や仕事に関する知識を広げていくとともに、自分の性格や価値観を客観的に把

握して将来のキャリア像を考え、具体的な計画を立てていきます。|||

2

1.基盤教育科目 横山雅彦 FLE113-Y51 総合英語Ⅱ いわゆる学校文法を整理し、さらにそのスピーキングでの運用能力を養成する。 2
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1.基盤教育科目 横山雅彦 FLE202-M01 オーラルイングリッシュⅡ ダイアログのロールプレイングと音読・暗唱、およびパターン・プラクティスによ

るドリルを通して、英語スピーキングの際に強力な武器となる次のような「フレー

ズ」を習得する。||1. 「かたまりの表現」として使えるようになっておくべき表現

|2. 一般的な文法ルールからはずれた表現|3. 補足的な文法項目を用いた表現|4. 表現

の幅を広げるための表現|5. 会話のいきいきとしたフロー（流れ）の中で身につける

べき表現

1

1.基盤教育科目 単位数合計 16

2.保健医療学部 看護学科 有本梨花 SMN401-M27 卒業研究 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すとともに、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。||学生が各自の関心に

基づき選択した実践看護学選択分野、国際看護分野、助産看護学選択分野、あるい

は公衆衛生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野

は8実践看護学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成さ

れ、学生は1領域を選択する。||本科目では、研究を知ること、および看護に関わる

学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらい

とする。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。

4

2.保健医療学部 看護学科 岩下真由美 SMN401-M22 卒業研究 【目的】| 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共

に、看護研究に必要な基礎的能力を身につけること。|【概要】 | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性･がん、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成さ

れ、学生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わ

る学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図り、疑問から

研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |

4

2.保健医療学部 看護学科 今福恵子 NCH218-M51 在宅看護援助論 【授業の目的】|在宅看護に必要な日常生活援助技術、医療ケアの技術を学び、さら

に療養者と家族のセルフケアを支援し、生活の質向上のための援助技術を理解す

る。|【概要】|特に、家庭訪問技術や日常生活援助技術、また在宅で療養している

療養者の特徴的な疾患および医療処置とその援助技術について学ぶ。そして科目の

統合として、療養者と家族の事例展開を通し、在宅看護過程を展開し、療養者・家

族の強みに着目した療養者と家族のセルフケアの支援を理解する。

2
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2.保健医療学部 看護学科 今福恵子 SMN401-M18 卒業研究  看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることを目的とする。具体的には、看護に関わ

る学習過程の中で芽生えた疑問から研究テーマを導き、研究手法を用いて解決を図

る、一連の研究プロセスを学ぶ。| 学生が各自の関心に基づき選択した実践看護学

選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛生看護学選択分野において履修す

る科目である。なお、実践看護学分野は9実践看護学（基礎、急性、慢性、精神、小

児、母性、老年、在宅、国際）で構成され、学生は1領域を選択する。

4

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 CNP102-M71 基礎看護学実習Ⅰ（早期体験実習）早期体験学習として位置づけ、看護専門職者となるための学習の動機づけを図るこ

とをねらいとする。|医療施設において、病棟や外来などの看護実践の場に赴き、療

養環境を把握するとともに、対象者の療養・診療の援助、自立の援助などの看護活

動を見学・学習し、対象の健康ニーズと対応する看護専門職者の役割・機能につい

て理解を深め、学習の方向性と在り方を探求し、今後の自己の学習目的を定める。

||

1

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 CNP201-M81 基礎看護学実習Ⅱ（看護援助過程）健康障害により日常の生活援助を必要とする患者に対して、既習の看護学の知識・

技術・態度を適用・応用し、患者を総合的に理解して、個別的な看護活動を実施す

るための基礎的能力を習得することを目標とする。１名の患者を受け持ち、患者と

援助的人間関係を築き、安全・安楽に基づく看護過程を展開するプロセスについて

学ぶ．||

2

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NAD405-M03 統合看護実習 | 実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、公衆衛生看護学選択分野のうち、学

生個々が関心のある１分野（実践看護学選択分野では1領域）を選択し、看護実践現

場における学習を通して理論と実践の統合、ならびに看護観を育成することをねら

いとする。また、看護専門職者としての自己のキャリア開発に向けて個人の課題を

明確にすることをねらいとする。| 各看護学選択分野の教育内容に適した病院、施

設において、既習得の看護学の知識・技術・態度に基づき患者・利用者、集団と関

わり、臨地における医療チームの一員として、場に応じた看護援助を実施する。ま

た保健医療に関する看護活動を通して、多職種との協働における看護専門職者の役

割・機能と保健医療福祉の関係やシステムについて学ぶ。||

4

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN101-M01 基礎看護学概論 看護学のメタパラダイムである、人、健康、環境、看護に関する理解を深め、看護

観の基盤を構築することをねらいとする。看護の概念、看護の歴史、主要な看護モ

デル・理論、生命の尊厳と人権の尊重、看護専門職者に求められる役割・機能、倫

理的感受性と看護倫理について学習する。また、看護学教育の歴史的・制度的背景

をふまえ、看護の質を高め、看護専門職者としてのキャリア発達を促す看護教育の

在り方についても学ぶ。

2
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2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN104-M51 基礎看護技術Ⅱ（治療援助） 療養を支えるための診療補助行為に関わる基本的な看護技術の習得を目指す。講

義、視聴覚教材の視聴、デモンストレーション見学、患者役・看護師役のロールプ

レイを通し、感染予防に関わる援助技術や、薬物療法に関わる援助技術等について

学習する。||||

1

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN106-M51 基礎看護方法論(フィジカルアセスメント）看護の対象となる方の身体状態を把握する意義と重要性を理解し、系統的に観察・

評価を行うための看護技術の習得を目指す。講義・視聴覚教材の視聴、デモンスト

レーション見学、患者役・看護師役のロールプレイを実施し、主に、呼吸・循環に

関するアセスメント、消化器系に関するアセスメント、脳神経系に関するアセスメ

ント、運動器系に関するアセスメント等を通して、フィジカルアセスメントの基本

技術について学習する。||||

1

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN107-M51 基礎看護技術Ⅰ（生活援助） あらゆる看護援助の基盤となる、安全・安楽な療養生活を支援するための看護技術

の習得を目指す。講義、視聴覚教材の視聴、デモンストレーション見学、患者役・

看護師役のロールプレイを実施し、主に、環境を整えるための援助、食生活や排泄

を整えるための援助、清潔や衣服を整えるための援助、活動・休息に関わる援助等

を通して、安全・安楽、自立を目指した看護技術を学習する。また、看護の対象と

なる人々との援助的人間関係の構築について探求する。|||

2

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN201-M01 基礎看護技術Ⅲ（看護過程） 健康上の問題や障害をもつ人々の生活上のニーズや諸問題を明らかにし、その解決

に向け的確な援助を提供するための系統的思考プロセスである看護過程の意義を理

解し、具体的な展開方法の習得を目指す。具体的には、紙上事例をとりあげ、看護

実践上の科学的根拠として用いられる代表的な看護理論を用いて、アセスメントか

ら評価に至る一連の看護過程展開技術を学習する。|

1

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 NFN203-M01 基礎看護技術Ⅲ（看護過程） 健康上の問題や障害をもつ人々の生活上のニーズや諸問題を明らかにし、その解決

に向け的確な援助を提供するための系統的思考プロセスである看護過程の意義を理

解し、具体的な展開方法の習得を目指す。具体的には、紙上事例をとりあげ、看護

実践上の科学的根拠として用いられる代表的な看護理論を用いて、アセスメントか

ら評価に至る一連の看護過程展開技術を学習する。|

2

2.保健医療学部 看護学科 蛭子真澄 SMN401-M11 卒業研究  看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学

生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習

過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとす

る。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |

4
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2.保健医療学部 看護学科 岡光京子 NAH101-M51 成人健康看護学概論 【目的】対象への看護に有用な概念および理論について学ぶことを目的とする。||

【概要】看護専門職者、とくに看護師、保健師活動において対象とする成人期にあ

る人々の身体・心理・社会的特徴、健康問題の特徴について学修を深める。|この科

目では、成人期にある人の健康の維持・増進や疾病からの回復を促進するための健

康レベルに応じた看護実践に関わる基本概念を修得することをねらいとする。

1

2.保健医療学部 看護学科 岡光京子 NAH201-M51 成人健康看護学概論 目的|看護専門職者、とくに看護師、保健師活動において対象とする成人期にある

人々の身体・心理・社会的特徴、健康問題の特徴について学修を深め、対象への看

護に有用な概念および理論について学ぶことを目的とする。 ||概要|この科目で

は、成人期にある人の健康の維持・増進や疾病からの回復を促進するための健康レ

ベルに応じた看護実践に関わる基本概念や基礎知識を修得できるよう、成人看護学

領域で活用する看護理論、看護モデルなどを学修します。臨床で対象者を理解する

ための考え方の基本を身につけ、看護師としての多様な視点を養います。

2

2.保健医療学部 看護学科 櫻井信人 NAD405-M07 統合看護実習 本実習の目的は、これまで学習した看護の知識とスキルの統合ならびに看護観を育

成するとともに、看護専門職者としての自己キャリア開発に向けて個人の課題を明

確にすることである。|概要は、2023年度統合看護実習要項（精神看護学）を参照

すること。

4

2.保健医療学部 看護学科 櫻井信人 NAH206-M01 精神健康看護学概論 【目的】| 本授業では、精神の健康の概念、精神保健福祉法、精神疾患や精神科医

療の現状を理解し、精神看護の実践に向けた基礎的知識を習得することを目的とし

ている。|【概要】| 精神看護学Ⅰの教科書を中心に講義を進める。適宜、知識の

確認として、ウェブクラスを用いた小テストを実施する。また「こころ」をテーマ

としたグループワークと発表を行う。

2

2.保健医療学部 看護学科 櫻井信人 NAH207-M51 精神看護援助論 精神の健康問題を抱える人々とその家族の特徴や、精神看護の役割と課題について

理解を深め、精神看護の援助方法と技術に関する知識や理論の習得をねらいとす

る。具体的には、精神の健康問題に関する知識や、精神的健康問題をもつ患者に対

するコミュニケーション技法を含む精神看護援助技術について学ぶ。

2
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2.保健医療学部 看護学科 櫻井信人 NAH303-M01 精神看護学実習 【精神看護学実習の目的】|１）精神の健康に障害のある人とその家族を対象に、そ

の人のこれまでの人生や生活を理解した上で必要な援助を実践する。|２）精神の健

康に障害のある人がその人らしく自立して生活できるために必要なサポートシステ

ムを理解する。|３）関係性を構築していく中で、自分のコミュニケーションパター

ンを振り返り、強みを生かしながら看護を実践する。  |【精神看護学実習の概

要】|精神科病院で実習を行なう予定である。実習では、学生は原則として１人の患

者を受け持ち、これまでの講義で培った知識と技術を展開する。実習での受け持ち

患者とのかかわりを振り返ることを通して、看護上の問題点や目標を抽出し、具体

策を整理する。さらに、実習で体験したことをカンファレンスでの他の学生やス

タッフとの意見交換を通して、広く探究する。これらの実習の場で学習したことを

通して議論し、実習目標に照らして各自が学習内容を統合する。

2

2.保健医療学部 看護学科 齋藤益子 SMN401-M13 卒業研究 目的:| 看護の課題に研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すととも

に、看護研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。||概要:| 学生

はこれまでに学んできた看護実践のなかから、自分の最も関心のあるテーマを選択

し、その課題を探求していく一連の研究プロセスを学ぶ。| 特に本講座では、助産

学、性と生殖に関連する様々な研究課題を通して、自分の課題を深く追求し、研究

疑問を解決するための研究方法を知り、可能な限り実践する。|また、学術集会への

参加やゼミを通して、研究者としての探求心や自己研鑽する姿勢、資質を身に付け

る。 ||

4

2.保健医療学部 看護学科 白石夕起子 SMN401-M28 卒業研究 目的】| 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共

に、看護研究に必要な基礎的能力を身につけること。|【概要】 | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性･がん、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成さ

れ、学生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わ

る学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図り、疑問から

研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。

4
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2.保健医療学部 看護学科 高見沢恵美子 NAD405-M04 統合看護実習 【目的】| 実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、公衆衛生看護学選択分野の

うち、学生個々が関心のある１分野（実践看護学選択分野では1領域）を選択し、看

護実践現場における学習を通して理論と実践の統合、ならびに看護観を育成するこ

とをねらいとする。また、看護専門職者としての自己のキャリア開発に向けて個人

の課題を明確にすることをねらいとする。|【概要】| 各看護学選択分野の教育内

容に適した病院、施設において、既習得の看護学の知識・技術・態度に基づき患

者・利用者、集団と関わり、臨地における医療チームの一員として、場に応じた看

護援助を実施する。また保健医療に関する看護活動を通して、多職種との協働にお

ける看護専門職者の役割・機能と保健医療福祉の関係やシステムについて学ぶ。|

4

2.保健医療学部 看護学科 高見沢恵美子 NAH205-M51 急性・慢性看護技術演習 【目的】| 健康状態の急激な変化により生命の危機状態にある、あるいは慢性疾患

や障害とともに生活している成人患者・家族の最適な健康状態の回復・維持に働き

かけるための看護援助に関する知識・技術を習得することを目指す。|【概要】|  周

手術期に関する技術、呼吸・循環機能、代謝機能を維持促進するための看護技術お

よびフィジカルアセスメント技術について学修する。| それぞれ授業で技術のロー

ルプレイを行うため、事前に技術実施に必要な内容について課題を課します。課題

については、指定された日に授業で資料を配布し説明する。課題について自己学習

でレポートを作成し、授業で技術を実施し、グループメンバーからフィードバック

を得る、技術に関するアクティブラーニングを行う。|

1

2.保健医療学部 看護学科 高見沢恵美子 NAH301-M01 急性看護学実習 【目的】|急性期にある患者・家族が危機状況を乗り越え、治療や症状によってもた

らされる心身への侵襲から速やかに回復し、セルフケア能力を発揮できるよう、急

性期病棟で臨床患者への看護実践を通して急性看護学に関する援助を学修する。|

【概要】|対象者の病態と手術による侵襲を理解し、合併症を予防し、術後変化した

形態・機能の回復過程にあった療養生活に患者が主体的に取り組める援助の在り方

を、看護過程を用いて学修する。|

3

2.保健医療学部 看護学科 高見沢恵美子 SMN401-M09 卒業研究 【概要】|看護研究の目的と必要性を理解し、研究に関する基礎的な知識・方法を習

得する。看護研究の意義、文献検索方法、研究計画書の作成方法、調査方法につい

て学修する。| |学修目標】|1.看護研究の意義、プロセスを説明できる。|2.基礎的

な文献検索方法がわかり、実施できる。|3看護研究で用いられる方法を凡そ理解で

きる。|4.研究計画書の作成の意義と方法を説明できる。|5.研究疑問を文章化し、研

究目的、研究課題(仮）作成を試みる。    |

4
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2.保健医療学部 看護学科 髙田美子 NCH215-M01 老年健康看護学概論 【目的】|この科目は、老年期を生きる人の理解を深め、その健康と暮らしを支える

老年看護の基本となる知識を身につけることを目的とする。||【概要】|高齢者の特

徴を身体的、心理・精神的、社会的側面から捉え、それらが高齢者の生活にどのよ

うな影響をもたらしているのかを理解する。また、高齢者を取り巻く保健医療福祉

の現状と課題を学び、超高齢社会における老年看護の役割と責務について考察す

る。

2

2.保健医療学部 看護学科 髙田美子 SMN401-M33 卒業研究 【目的】| 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共

に、看護研究に必要な基礎的能力を身につけること。|【概要】 | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性･がん、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成さ

れ、学生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わ

る学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図り、疑問から

研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。

4

2.保健医療学部 看護学科 中世古恵美 SMN401-M19 卒業研究 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すとともに、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。||学生が各自の関心に

基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛生看護

学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は8実践看護学選

択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学生は1領域

を選択する。||本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習過程におい

て芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとする。疑問か

ら研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。||

4

2.保健医療学部 看護学科 中野康子 NCH312-M01 在宅看護学実習 【実習目的】|地域で生活している在宅療養者とその家族を理解し、生活の場におけ

る看護支援に ついて学ぶ。また、地域包括ケアシステムにおける看護の役割につ

いて学ぶ。||

1

2.保健医療学部 看護学科 中野康子 SMN401-M16 卒業研究  看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性･がん、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成さ

れ、学生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わ

る学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねら

いとする。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |

4
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2.保健医療学部 看護学科 中島登美子 NAD403-M01 看護研究方法 【概要】|看護研究の目的と必要性を理解し、研究に関する基礎的な知識・方法を習

得する。看護研究の意義、文献検索方法、研究計画書の作成方法、調査方法につい

て学修する。|

2

2.保健医療学部 看護学科 中島登美子 NHF201-M01 小児健康看護学概論 小児看護の対象となる子どもと家族、それを取り巻く環境、子どもの成⾧発達と健

康について考えることを通じて、小児看護を実践していくための基本となる知識と

技術を学ぶ。

2

2.保健医療学部 看護学科 中島登美子 NHF202-M51 小児看護援助論 【授業の目的】| 健康問題・障害を持つ子どもと家族について、さまざまな病期、

発達段階にある子どもと家族に対する看護の方法を身につける。|【授業の概要】|

健康問題・障害を持つ子どもと家族への看護展開の方法を個人またはグループで実

際に事例の展開を行うことを通して学ぶ。また、子どもの日常生活援助や治療援助

についての技術演習を実施し、小児看護を実践するための技術について学ぶ。

2

2.保健医療学部 看護学科 中島登美子 NHF301-M01 小児看護学実習 発達過程にある子どもと家族の健康生活を踏まえ、病気や障害が子どもと家族に及

ぼす影響を理解し、必要な看護を実践できる基礎的能力を修得できる。

2

2.保健医療学部 看護学科 中島登美子 SMN401-M12 卒業研究  看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学

生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習

過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとす

る。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |

4

2.保健医療学部 看護学科 中島通子 SMN401-M31 卒業研究 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護研

究に必要な基礎的能力を身につけることを目的とする。   | 学生が各自の関心

に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛生看

護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践看護

学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学生は

１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習過程

において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとする。

疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ|

4
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2.保健医療学部 看護学科 原本久美子 NAD405-M09 統合看護実習  実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、公衆衛生看護学選択分野のうち、学

生個々が関心のある１分野（実践看護学選択分野では1領域）を選択し、看護実践現

場における学習を通して理論と実践の統合、ならびに看護観を育成することをねら

いとする。また、看護専門職者としての自己のキャリア開発に向けて個人の課題を

明確にすることをねらいとする。| 各看護学選択分野の教育内容に適した病院、施

設において、既習得の看護学の知識・技術・態度に基づき患者・利用者、集団と関

わり、臨地における医療チームの一員として、場に応じた看護援助を実施する。ま

た保健医療に関する看護活動を通して、多職種との協働における看護専門職者の役

割・機能と保健医療福祉の関係やシステムについて学ぶ。

4

2.保健医療学部 看護学科 原本久美子 NCH216-M51 老年看護援助論 老年期における心身の変化や特有の疾患・症状について理解し、高齢者とその家族

に対する基本的な看護援助の知識・技術の習得をねらいとする||高齢者の日常生

活、おおび加齢に伴う症状や徴候のアセスメントの方法、加齢と疾病に伴う生活機

能の変化と、喪失した生活機能の再構築と適応に向けての看護援助の方法について

学習するとともに、脳梗塞の高齢者の紙上事例を用いて看護過程を展開する||【対

応する学科の教育目標】|人間についての幅広い専門知識を用いて対象者を多方面に

捉え、論理的思考に基づいて、看護問題・課題を考えることができる

2

2.保健医療学部 看護学科 原本久美子 NCH311-M01 老年看護学実習 高齢者施設および病棟での臨地実習を通して老年期にある対象の加齢に伴う身体

的・心理的・社会的変化の特徴と、人生の統合期である発達課題を理解し、対象に

応じた看護実践能力を養うことを目的とする。|高齢者施設では、認知症をもつ高齢

者への環境ケアとコミュニケーションのあり方を学ぶ。病院実習では、老年期とい

う発達段階にある受け持ち患者を総合的に理解し、病態と対象者が有する資源とを

結び付け、生活機能の再構築の観点からの看護過程を学ぶ。さらに、実習を通して

高齢者を取り巻く保健・医療・福祉分野の多職種との連携の実際と看護の役割の理

解、及び高齢者の自尊心や価値観を尊重する態度の修得と自己の老年観を養うこと

を目指す。学内演習では臨地実習に必要な看護技術の演習、記録用紙を用いた受け

持ち患者の情報整理、アセスメント～関連図～看護計画の立案・整理と、臨地実習

の学びの振り返りを行う。 |

3

2.保健医療学部 看護学科 原本久美子 SMN401-M17 卒業研究 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護研

究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   | 学生が各自の関

心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛生

看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は8実践看護

学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学生は

１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習過程

において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとする。

疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |||

4
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2.保健医療学部 看護学科 畑吉節未 NAD405-M08 統合看護実習 ≪目的（全領域共通）≫|これまで学習した看護の知識とスキルの統合ならびに看護

観を育成するとともに、看護専門職者としての自己のキャリア開発に向けて個人の

課題を明確にする。||＜目的（在宅看護学領域）＞|地域包括ケアシステムにおける

チームの一員として、地域で療養している人々に対する支援のあり方を学ぶ。ま

た、看護専門職者として、自己の看護観・課題を明らかにすることができる。||＜

概要（在宅看護学領域）＞|地域包括ケアシステムの一員として、地域で療養してい

る対象に必要な支援を行う。地域包括ケアシステムにおける多職種との連携と看護

専門職者としての機能・役割を学ぶ。

4

2.保健医療学部 看護学科 畑吉節未 NCH217-M01 在宅看護学概論 【目的】| この科目の目的は、地域の人々の尊厳と権利を守り、生活と健康を支援

するための地域・在宅看護の基本的な理念や機能を修得することである。| さら

に、地域全体を支える看護やケアのしくみを理解するとともに、地域で暮らす人々

とその家族に看護を提供する際に必要な支援の基本とその根拠を修得することであ

る。||【概要】|・個別性が高く、総合的な看護が求められる「地域・在宅看護」の

特徴、地域・在宅看護に求めら| れる専門性、多職種との連携を含め活動を支える

社会システムの中で看護が担う役割と課題を学| びます。|・具体的には、地域で

の生活と健康を支えるために多様な機関から提供されているケアの概観を踏ま| え

た上で、地域・在宅看護の機能、対象、理念、地域における看護実践の変遷や基本

倫理を理解す| る。|・地域・在宅看護に関する制度や地域包括ケアシステムの基

礎的知識を踏まえ、地域・在宅看護実践| の主要分野である訪問看護の制度と機能

を理解する。さらに、家族支援の基本を学び、多職種連携| を基盤としたケアマネ

ジメントと療養移行支援を理解する． |・在宅看護援助論科目につながるように新

カリキュラムで求められる重要なテーマごとの看護の基本| 的能力も学びます。|

2

2.保健医療学部 看護学科 畑吉節未 SMN401-M32 卒業研究 【目的】|看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共

に、看護研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   |【概

要】|学生が各自の関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分

野、あるいは公衆衛生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護

学選択分野は9実践看護学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在

宅、国際）で構成され、学生は1領域を選択する。|本科目では、研究を知ること、

および看護に関わる学習過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決

を図ることをねらいとする。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学

ぶ。

4
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2.保健医療学部 看護学科 福西さだ子 SMN401-M30 卒業研究  看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すと共に、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。   | 学生が各自の

関心に基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛

生看護学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は８実践

看護学選択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学

生は１領域を選択する。| 本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習

過程において芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとす

る。疑問から研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。    |

4

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 NCH219-M01 公衆衛生看護学概論 【目的】|この科目は、公衆衛生看護活動に必要な基本的考え方及び知識を習得する

ことを目的とします。|【概要】|個人・家族の疾病予防や健康回復に対する支援だ

けでなく、それら個人・家族の住む地域あるいはコ|ミュニティ全体の健康の向上を

目指すのが公衆衛生です。このため、公衆衛生看護で必要な知識や用|いる技術は臨

床看護とは同じではありません。そこで、本科目では公衆衛生看護の目指すことや

支援|の特徴について概説し、自分の身近な問題を振り返りながら、公衆衛生看護の

視点から社会現象や身|の回りの課題を捉える能力の獲得を目指します。|なお、

2023年度において本科目は、特別開講科目となることから、以下の方法で実施しま

す。|①第1～7回|公衆衛生看護学概論の授業を公衆衛生看護学領域教員（松田・久

井・中世古）が担当し、講義を収|録したものをオンデマンド開講する。|②第8～13

回|1年生春学期科目「地域・在宅看護論」の内容で、公衆衛生看護学概論の授業内

容と重複する内容|部分の6コマ（第１～5回、7回）の授業録画を視聴する。|③第14

回|医学書院ライブラリー看護師国家試験問題Webで教員が作成したオリジナルテス

ト80問（健康支援と社会保障制度）を解く。|④第15回|第1～7回までの知識を確認

するための総括試験（レポート課題）をWeb Classにて実施する。|

2

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 NCH313-M51 個人・家族・集団・組織の支援活動論今看護職の役割は、病院完結型と言われる施設（病院）内に限定した役割から、地

域完結型という地域を基盤としたケアシステムにおける役割へ転換する時期にあり

ます。このためには、病気をもつ人を「患者」として捉えるだけでなく、「地域で

生活する人」として捉え直すことを求められています。退院時の指導という点とし

てのかかわりだけでなく、その後の切れ目のない生活の支援が求められます。この

ために本講義では、地域で予防や健康増進に必要な個人のセルフケア能力の向上、

また個人だけではなく家族力のアセスメントと支援、そして地域ケアシステムの一

員としての看護職の行う連携について、理論の要点と実践の基礎を身につけること

を目指します。また、この科目は保健師課程を選択する学生においては今後の専門

的知識を学ぶ上での基礎となります。

2
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 NCH402-M01 公衆衛生看護活動展開演習 【目的】|本科目は主として行政保健師として働く上で必要な知識と技術を獲得する

ことを目的とします。|【概要】|具体的には、保健活動におけ基盤となる法律、政

策、制度をまず理解し、それをもとにした保健師活動の基本的知識を学びます。ま

た、後半は、保健師活動上必要な基本的技術の中から主として健康診査、家庭訪

問、健康教育に絞って演習を実施し、実習時に個々の学生が実際に適用できるなる

ことを目指します。 加えて、産業保健活動及び養護教諭の活動の基礎を学び産業

保健実習及び学校保健実習での学びに必要な知識を獲得することを目指します。|

3

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 NCH403-M01 公衆衛生看護管理論 【目的】本科目は、行政保健師の行う地区診断の基本的考え方・知識・技術を習得

することを目的とします。|【概要】|本科目では保健師活動の基礎となる地域診断

（コミュニティ・ヘルス・アセスメント）の理論と技術について学びます。|地区診

断とは保健所及び市町村などの行政の場で働く保健師に必須の専門技術として位置

付けられています。保健師として地域の健康課題を明らかにし、そのニーズにあっ

た保健事業及び保健政策を企画する能力です。本科目ではこの地域診断の技術を獲

得するために、講義と演習（個人ワーク・グループワーク）を通し、モデル地区

（市町レベル）及び実際に実習を行う地区（市町レベル）について主として二次

データをもとに演習を行い、地域集団の健康課題を明確にするための情報の収集方

法と分析方法を学びます。尚、本科目の演習の結果は公衆衛生看護学実習の際の基

礎資料となります。実習ではこれらの二次データの情報に一次データ（観察及びイ

ンタビューから得られる情報）を加え、健康課題を解決するための保健事業を企画

することで、地域診断を完成させていきます。|

2

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 NCH404-M01 公衆衛生看護学実習 公衆衛生看護学実習は主たる活動の場である１）保健所・市町村、２）産業保健、

３）学校保健の３箇所で実習を行います。この実習に統合看護実習（公衆衛生看護

学分野）を合わせて、保健師として活動する上で必要な実践的知識と技術の獲得を

目指します。

4

2.保健医療学部 看護学科 松田宣子 SMN401-M10 卒業研究 看護の課題を研究的に取り組み、科学的思考・態度の育成を目指すとともに、看護

研究に必要な基礎的能力を身につけることをねらいとする。||学生が各自の関心に

基づき選択した実践看護学選択分野、助産看護学選択分野、あるいは公衆衛生看護

学選択分野において履修する科目である。なお実践看護学選択分野は8実践看護学選

択（基礎、急性、慢性、精神、小児、母性、老年、在宅）で構成され、学生は1領域

を選択する。||本科目では、研究を知ること、および看護に関わる学習過程におい

て芽生えた疑問について研究手法を用いて解決を図ることをねらいとする。疑問か

ら研究テーマを導き、一連の研究プロセスを学ぶ。 ||

4
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

2.保健医療学部 看護学科 道中 隆 SWK306-M01 保健医療福祉行政論 |【目的】|この科目は、現在の医療体制が「入院から在宅」への方向が進む中、保

健・医療・福祉の分野で人々の健康生活を守り、より向上させていくため相互の密

接な連携が不可欠であるので、具体的な施策を通して保健医療福祉の連携のあり方

と看護の役割について身につけることを目的とします。||【概要】|具体的には、保

健師は住民の生活視点にたち、暮らしやすい地域づくりを具体化する活動を展開す

る必要があります。そのため、人々や社会が抱える様々な健康課題の解決のための

社会資源を学び、調整していくための基礎的な知識を学ぶことが、将来、専門職と

して携わる際に有用な学修となります。|

2

2.保健医療学部 看護学科 八木良子 SMN401-M29 卒業研究 【概要】|看護研究の目的と必要性を理解し、研究に関する基礎的な知識・方法を習

得する。看護研究の意義、文献検索方法、研究計画書の作成方法、調査方法につい

て学修する。

4

2.保健医療学部 看護学科 横川滋章 PSY109-M01 心理学基礎 本講義では、心理学的な考え方を身につけ、人の行動や心について理解し、自己理

解、および他者理解を深めることをねらいとする。具体的には、「感覚」「知覚」

「学習」「発達」「記憶」「人格」について取り上げ学習する。

1

149

3.教育学部 教育福祉学科 上原昭三 INT107-A01 インターンシップⅠ 授業の概要| 小学校の教育現場において、夏学期中（主に９月）に、各職場の通常

業務を体験する。また、それに向けての事前学習および事後学習（体験の振り返

り、発表など）を行う。具体的な内容は以下の通り。||・小学校でのインターン

シップの目的、ねらい、内容を学びます。|・夏学期に行う「インターンシップⅠ」

に向けての準備と予備知識の獲得を目指します。|・小学校の概要と、そこでの１日

の生活内容、教師としての仕事の内容を学びます|・２年次からの「教育保育イン

ターンシップⅡ」や教育実習（３年次）に備え、職場体験の基礎・基本を学びま

す。|・社会人としてのマナー、法令遵守、守秘義務などについての理解を深めま

す。|・夏学期に行う「インターンシップⅠ」に向けての準備と予備知識の獲得を目

指します。|・インターンシップの振り返りを行い、課題を見出すことでそれからの

学内での学びに活かします。 ||授業の目的| 目的意識を持ち、学内での科目と関

連させ小学校で職場体験を行うことにより、教員に必要な実践的能力を高めるとと

もに、自らの社会性や人間性を培う。

2

3.保健医療学部 看護学科 単位数合計
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3.教育学部 教育福祉学科 上原昭三 PED212-A01 算数Ⅰ ＜授業の目的＞|小学生に興味深い算数指導を行うために、算数科の具体的な内容

（教材）について理解を深め、必要な知識や考え方を身につけることを目的として

います。||＜授業の概要＞|この科目では、授業の目的を達成するため、講義、演習

を通して次の①～④を行います。|①算数指導を行うという視点で、算数の内容（知

識や概念）について、改めて調べたり考察したりする。|②児童に興味を持たせ、算

数授業を深めるための算数・数学に関する知識や理論について学ぶ。|③算数で子ど

もが「つまずきやすい事柄」について、調べたり考察したりする。|④児童が算数を

好きになることを目指した教材を作成する。

2

3.教育学部 教育福祉学科 上原昭三 PED302-A01 初等算数科教育法 ＜授業の概要＞|小学校で実際に算数の授業を行うこと（教育実習含む）を念頭に置

いて、それに必要な知識・技能・考え方について、学習指導要領等を踏まえて理論

的に学ぶとともに、模擬授業づくりなどのグループワークや演習を通して実践的に

磨いていく。  ||＜授業の目的＞|算数科における教育目標、目指す資質・能力を理

解し、学習指導要領に示された学習内容について背景となる数学の理論や法則と関

連させて理解を深めるともに算数教育の理論をはじめとしたさまざまな学習指導理

論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。

2

3.教育学部 教育福祉学科 上原昭三 PED309-A51 道徳教育の指導法 ＜授業の目的＞|学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育及びその要となる道徳科

の目標や内容、指導計画等について理解を深めるとともに、道徳教育に関する実践

的な指導力を身に付ける。|＜授業の概要＞ |①学習指導要領解説などの記述を基

に、講義や演習を通して、道徳の意義や原理等について理解を深め、道徳科の目標

や内容、指導計画等について学ぶ。|②学んだ知識・技能を活用して、教材研究や学

習指導案の作成、模擬授業を行う。

2

3.教育学部 教育福祉学科 上原昭三 PED319-A51 算数Ⅱ   興味深い算数指導を行うことを念頭に、算数Ⅰでの学修を１歩進めた、知識・技

能・考え方を身につけることをめざし、以下のことを行う。|  ・教員採用選考試験

で出題された数学の問題演習を通じて算数・数学的な知識および考え方を深める。|

・実践事例を参照しながら、（子どもたちの）日常事象や身近にある素材を活かし

た教材（教具）づくりの考え方や方法について学ぶ。

2

3.教育学部 教育福祉学科 岡修一 PED316-A04 小学校教育実習Ⅰ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 岡修一 PED402-A01 特別活動の指導法 新学習指導要領の中で、小学校特別活動が改善された基本方針、具体的事項を知

り、この教育活動のめざしているものを確実に理解しておくことは大切である。|ま

た、各活動・学校行事の改善のポイント・教育活動の内容・指導計画の作成・他の

教育活動との関連等を具体的に調べることから、特別活動の基本的な性格と教育的

意義の理解を深めることをねらいとしている。さらに、今小学校現場で取り組まれ

ている特別活動の情報を収集して、グループワークなどから、具体的な活動計画の

作成に取り組んでいきたい。| また、学校教育全体における特別活動の意義を理解

し、「人間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点や「チームとしての

学校」の視点を持つと共に、学年の違いによる活動の変化、各教科等との往還的な

関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な対応等の特別活動の特質を踏ま

えた指導に必要な知識や素養を身に付ける。

2

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 EED208-A01 保育内容・表現Ⅰ 本科目では、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、保育所保育指針及び幼稚園

教育要領における領域「表現」について考察し、幼児の未分化な表現とその指導に

ついての理解 を深めます。|本授業では特に、幼児の造形について取り扱い、幼児

の造形作品を鑑賞したり、幼児の造形に関する研究に触れたりすることを通して幼

児理解を進めるとともに、幼児と造形の関わり及びその活動 の意義を学び、併せて

基礎的指導力を養います。また描いたり、つくったり、みたりする活動を通して、

互 いの「違い」の面白さに気づき、色や形を介してのコミュニケーションの意義を

認識します。|それに加えて、その過 程を通して自ら創造する喜びを味わい、保育

者に必要とされる豊かな感性を自己の中に育てます。

1

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 EED228-A01 こどもと表現 本科目では、幼児が表現する姿や、その発達を理解します。また、様々な表現の基

礎的な知識・技能を学ぶことを通して、幼児の表現を支えるための感性を豊かにし

ます。それに加えて、その過程を通して?ら表現する喜びを味わい、保育者に必要と

            される豊かな感性を??の中に育てます。|

1

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 EED403-A51 教職実践演習（幼） 【目的】|この授業では、幼稚園・保育に関する自己課題に気付き、気付いた自己課

題の改善を図るとともに、保育実践力を高めることを目的としています。||【概

要】|「教職実践演習（幼）」は、幼稚園教員免許、保育士資格の取得にとって必須

の科目です。本科目では、教員・保育者として求められる、①使命感や責任感、教

育的愛情等に関する事項、②社会性や対人関係能力に関する事項、③こども理解や

クラス運営等に関する事項、④保育内容等の指導力に関する事項について、総合

的・横断的に学ぶと共に、実践について最終的な確認を行うことになります。将来

的に教育・保育に携わる際に有用な学修となります。

2
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3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 EPE403-A51 造形Ⅱ 本科目では、図画工作科の「目標」「指導内容」「指導方法」「評価」を子どもの

成⾧と表現・製作の発達といった観点や美術教育の歴史的変遷などから捉え直し，

この教科の意味や価値についての認識を深めます。|その上で，題材や授業を具体的

に構想する力や子どもの自発的・主体的な学習を保障しながら授業を展開する力な

ど，図画工作科に関する理論的・実践的力量の形成をはかります。|受講生の希望も

取り入れながら様々な造形活動に取り組みます。その活動を通して造形教育の理念

と方法を理解し、授業を計画実施できる能力を養います。

1

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 PED203-A51 初等図画工作科教育法 本科目では、図画工作科の「目標」「指導内容」「指導方法」「評価」を子どもの

成⾧と表現・製作の発達といった観点や美術教育の歴史的変遷などから捉え直し，

この教科の意味や価値についての認識を深めます。|その上で，題材や授業を具体的

に構想する力や子どもの自発的・主体的な学習を保障しながら授業を展開する力な

ど，図画工作科に関する理論的・実践的力量の形成をはかります。

2

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 PED209-A01 図画工作Ⅰ 本科目では、図画工作科の「目標」「指導内容」「指導方法」「評価」を子どもの

成⾧と表現・製作の発達といった観点や美術教育の歴史的変遷などから捉え直し，

この教科の意味や価値についての認識を深めます。|その上で，題材や授業を具体的

に構想する力や子どもの自発的・主体的な学習を保障しながら授業を展開する力な

ど，図画工作科に関する理論的・実践的力量の形成をはかります。|特に、「造形遊

び」、「絵や立体にあらわす」領域の題材について、製作を通して指導のポイント

などの理解を深め、授業を計画実施できる能力を養います。

1

3.教育学部 教育福祉学科 大西洋史 PED210-A51 図画工作Ⅱ 本科目では、図画工作科の「目標」「指導内容」「指導方法」「評価」を子どもの

成⾧と表現・製作の発達といった観点や美術教育の歴史的変遷などから捉え直し，

この教科の意味や価値についての認識を深めます。|その上で，題材や授業を具体的

に構想する力や子どもの自発的・主体的な学習を保障しながら授業を展開する力な

ど，図画工作科に関する理論的・実践的力量の形成をはかります。|特に、「工作に

あらわす」、「鑑賞」領域の題材について、製作や活動を通して指導のポイントな

どの理解を深め、授業を計画実施できる能力を養います。

1

3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 EPE101-A01 体育指導Ⅰ 仲間との協同学修を通して、各種目の運動技能を高めるとともに、小学校における

楽しい体育学習のあり方について実践的に学修し、不安感を改善する。|・ボール運

動プログラム|・体つくり運動プログラム（主として縄を使って）|・陸上運動プロ

グラム|小学校の体育指導の問題点は、低学年の指導にあることから想定される課題

解決に取り組む。

1
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3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 EPE102-A51 体育指導Ⅱ 【目的】体育指導Ⅰに引き続き、仲間との協同学修を通して、各種目の運動技能を

高めるとともに、小学校における楽しい体育学習のあり方について実践的に学修す

る。|【概要】|幼保小学校で取り組む教材の中でも、指導が困難と報告されている

種目を取り上げ、体験的に指導法を学ぶ。|・表現運動プログラム（リズムダンス低

学年・リズムダンス発表会・創作リズムダンス、発表会）|・器械運動プログラム

（さまざまな動きにつながる運動遊び、マット運動、跳び箱運動、鉄棒運動）|・

ボール運動プログラム（ネット型 キャッチバレー、バレーボール、大会の運営）|

小学校の体育指導の問題点は、低学年の指導にある（白幡氏）ことから想定される

課題解決を重点的に取り組む。大会の運営を通してスポーツ教育としての体育につ

いて学修する。

1

3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 PED205-A51 初等体育科教育法  小学校における体育科の各運動領域の特性やねらいを理解し、学年や発達に応じ

た指導計画を作成する力を育成し、学習指導案作成を通して教材研究し、授業を創

造的に展開していける力を養成する。| その際、運動が持つ特性を理解し、児童が

運動それぞれが持つ固有の楽しさに触れることができるような学習活動を展開す

る。

2

3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 PED316-A03 小学校教育実習Ⅰ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 PED317-A03 小学校教育実習Ⅱ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 大平誠也 PED318-A01 教育実習事前事後指導 【目的】 | この科目は、小学校教師として教育現場での研究と指導力を身に付け

ることを目的とします。||【概要】| 教育実習は、教職資格を取得するための必須

の専門科目であり、教育の実際場面での研究と指導力を高めることがねらいであ

る。そのため、教育実習にあたっては、その意義や目的、教育指導上基本となる事

項等について正しく、深く理解しておかねばならない。さらに、人間を育てていく

という学校教育の場で知っておかなければならないルールや守らなければならない

規律・規則など事前に学んでおくべきことが多くある。それらを総じて、実習事前

事後指導は、教育実習で学ばなければならない事項の学習のみでなく、教師として

のあり方、姿勢も含め、きわめて重要な学習であるといえる。| 教育実習は広い領

域に渡って教員としての全てを学び取ろうとするものであるので、事前事後指導の

学習が実習だけでなく、今後の進路に影響することもある重要な役割を担っている

のが本科目の大きな特徴である。|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED202-A51 知的障害者の自立活動の理論と実際知的障害のある幼児児童生徒が、自立と社会参加を目指し、障害による学習上又は

生活上の困難を主体的に改善しようとする力を身につけるための中心的な教育活動

が「自立活動」である。この講義では、特別支援教育の中核的領域であるこの自立

活動について、具体的な内容と方法を学ぶとともに、個別の指導計画の作成と活用

について学ぶ。

2

3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED208-M51 特別支援教育基礎  この講義では、特別支援教育の対象となる各種の障害の主な特性（定義・発達特

性や認知特性、及びそれに伴う学習上または生活上の困難、そして、必要とする教

育的ニーズなど）と共に、インクルーシブ教育の推進について解説し、学校の組織

や教員等が必要とする知識やスキルを理解する。| また、最近の教育的課題となっ

ている通常の学級に在籍する発達障害（LD=学習障害、ADHD=注意欠如多動性障

害、高機能自閉症など）や障害はないが特別な支援や配慮を要する児童生徒（来

日・帰国した子ども・LGBTの子ども・経済的貧困状態にある子どもなど）につい

ても望ましい特別支援教育の在り方を概説する。

1

3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED304-A01 知的障害教育  授業の前半では、まず知的障害教育について概説する。その後、知的障害のある

子どもの示すさまざまな学習上の困難や行動上の問題などを知的障害の特性と環境

との交互作用の視点からとらえ、さまざまな指導法による望ましい教育的支援の在

り方を講義する。具体的には、なぜ子どもがそのように行動するのかを環境との交

互作用から捉え、どのように観察し、どのようにアセスメントし、どのように指導

していくのかについて述べる。| 授業の後半では、「個別の教育支援計画」及び

「個別の指導計画」に関わり、その作成意義や手続の講義と演習を行う。具体的に

は、個別の指導計画に基づいた指導プログラムの試作・発表・討議などを行う。 |

2
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3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED305-A01 肢体不自由教育 肢体不自由児（者）の正しい理解と認識を深めるとともに、肢体不自由教育の実

態、教育課程、指導内容・方法、自立活動、進路等について具体的な実践を学ぶこ

ととする。肢体不自由を主とした特別支援学校及び特別支援学級での教育の中核活

動である授業を中心に、「個別の指導計画」及び「個別の教育支援計画」、並びに

評価と授業改善について学習する。さらに肢体不自由教育における特徴的な指導

にっていて、身体の動き、感覚的アプローチ等の実践的理論と指導における活用を

理解する。それらの学習によって基本的な知識及び技能の習得を目指し、肢体不自

由のある子ども一人ひとりへの具体的な支援の手立てを考えていく。ライフステー

ジそった様々な事象や現象について触れながら肢体不自由児の授業の進め方、指導

法等を理解し、将来の進路に向けた資質向上につながるようにする。

2

3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED402-A01 重複障害教育総論 重複障害のある幼児児童生徒の障害の状態や特性及び発達の基礎・基本を学び、重

複障害教育の実践に関する指導・支援の基本的知識と教育課程編成についての力を

身につける。特に、自立活動を中心とした重複障害教育についての理解を深める。|

この科目では、肢体不自由、知的障害等の重度重複障害、自閉症等の重度行動障害

について学ぶ。特に、重複障害のある子どもの心と行動を理解するために、発達的

観点と心理学的観点を基本に置き、心理・生理・病理を解説し、教育的支援の実践

的基礎を学ぶ。また、具体的なアセスメントの方策や実践的な援助の仕方を学ぶこ

とで、現場で役立つ理論と実践を身につけ個別の指導計画の作成をする。 |

2

3.教育学部 教育福祉学科 梶正義 SED403-A01 教育実習(特別支援学校) 教育実習は、教職資格を取得するための必須の専門科目であり、教育の実際場面で

の研究と指導力を高めることがねらいである。| そのため、教育実習にあたって

は、その意義や目的、教育指導上基本となる事項等について正しく、深く理解して

おかねばならない。| 実習事前事後指導は、教育実習で学ばなければならない事項

の学習のみでなく、教師としてのあり方、姿勢も含め、きわめて重要な学習である

といえる。| 教育実習は広い領域に渡って教員としての全てを学び取ろうとするも

のであるので、事前事後指導の学習が実習だけでなく、今後の進路に影響すること

もある重要な役割を担っているのが本科目の大きな特徴である。 |

3
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3.教育学部 教育福祉学科 川端 英樹 SWK304-A51 更生保護制度 【目的】社会福祉の専門職として活動する際に必要な更生保護制度についての知識

を習得するとともに、実際に展開されている更生保護の諸活動の要点・特色につい

ても理解することを目的とします。||【概要】近年、更生保護制度の下で活動する

社会福祉士や精神保健福祉士が増えており、また、社会福祉従事者と保護観察官や

保護司などの更生保護従事者とが連携して活動する機会も増えています。| 一方、

更生保護制度は、過去に非行があった少年や罪を犯した成人が、立ち直って、社会

の一員として復帰することを助ける制度であり、安全・安心の社会づくりの一翼を

担うものです。| この科目では、実際に展開されている更生保護の諸活動に即しな

がら、社会福祉士の資格を取得しようとする学生を中心としつつも広く福祉学専攻

の学生に対して、教養として知っておくべき更生保護の基礎について解説します。

2

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED203-A01 保育内容総論 １、保育所保育指針、幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領に

おける「保育の目標」[育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」と「保育の内容」の関連を理解する。|２、保育所保育指針、幼稚園教育要領、

幼保連携型認定こども園教育・保育要領の各章のつながりを読み取り、保育の全体

的な構造を理解する。|３、子どもの発達や生活を取り巻く社会的背景及び保育の内

容の歴史的変遷等を踏まえ、保育の内容の基本的な考え方を、子どもの発達や実態

に即した具体的な保育の過程（計画・実践・記録・省察・評価・改善）につなげて

理解する。|４、保育の多様な展開について具体的に理解する。|５、SDGsの内容を

理解する。| |

1

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED218-A01 保育実習Ⅰ事前事後指導① １ 保育実習の意義・目的を理解する。|２ 実習の内容を理解し、自らの実習の課

題を明確にする。|３ 実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライ

バシーの保護と守秘義務等について理解する。|４ 実習の計画・実践・観察・記

録・評価の方法や内容について具体的に理解する。|５ 実習の事後指導を通して、

実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確にする。

1

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED225-A51 こどもと人間関係  この科目は、、領域「人間関係」の指導の基盤となる、幼児の人と関わる力の育

ちに関する専門的事項についての知識を身につけることを目的とする。主に講義を

中心に授業をする。具体的な展開は、人間関係（指導法）で学ぶ。

1

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED307-A01 保育実習Ⅱ事前事後指導 １、保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解する。|２、実習や

既習の教科目の内容や、その関連性を踏まえ、保育の実践力を習得する。|３、保育

の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について、実践や事例を通して

理解する。|４、保育士の専門性と職業倫理について理解する。|５、実習の事後指

導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対する課題や認識を明確にす

る。

1
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3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED312-A51 幼稚園教育実習事前事後指導  これまで学んできた幼児教育にかかわる専門的知識や技能を基礎に、実習という

実践現場で総合的に能力が発揮できるための準備を進めていく。また、何のために

幼稚園教育実習にいくのか、実習先はどのような所なのか、実習はどのようなこと

をするのかなどを理解させ、実習を効果的に行うための動機付けを行う。| 実習に

必要な社会人としてのマナーの自覚や意識化、実習園でのオリエンテーションの持

ち方、事務的な手続きについても具体的に指導を行う。| 事後指導は、実習体験を

どのように捉えているか、実習の学びを考えさせる。実習日誌や実習園の評価を基

に振り返り、次回の実習に活かせるよう新たな課題について学び、発揮できるよう

にする。||※これからの社会で求められる人材を育成していくため、本授業では、

ICTを活用した保育の展開方法の検討や、DX教材の360度カメラを用いた、振り返

りを実施します。

1

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 EED313-A51 乳児保育Ⅱ １．乳児保育の発育、発達の過程や特性を踏まえた生活や遊びの援助や関わりの基

本的な考え方について理解する。|２．養護及び教育の一体性を踏まえ、乳児保育の

方法及び環境構成について、具体的に理解する。|３、乳児保育における配慮の実際

について、具体的に理解する。|４、上記１～３を踏まえ、乳児保育における指導計

画の作成について、具体的に理解する。||   ※「乳児保育」とは、３歳未満児

を念頭においた保育を示す。

1

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 INT107-A02 インターンシップⅠ ・2年次からの保育実習Ⅰや、教育保育インターンシップⅡ」に備え、職場体験の基

礎・基本を学ぶ。|・大学生活の課題や自分の適性について考える機会とする。|・

社会人としてのマナー、法令遵守、守秘義務などについての理解をする。|・保育現

場を実際に体験することで保育者の仕事について理解をする。|・保育現場の安心・

安全について学ぶ。

2

3.教育学部 教育福祉学科 下里里枝 INT212-A01 インターンシップⅡ  【目的】| 教育・保育現場における活動を中心として、教育現場への理解を深め

ることを目指す。| 【概要】| 教育保育インターンシップⅡでは、教育現場にお

ける現状と課題を学習する。一人ひとりが課題を  持ち、多様な体験することを

通して問題解決の糸口を探ることができれば、教育・保育実習につながる。| ま

た、グループワークを通して情報の共有を図り、研究を進めていくことにより、教

育・保育現場理解という目的達成をより確かなものにする。| さらに毎回の活動記

録を書くことや、担当教員の指導を受け、疑問や問題を解決し、実践的能力が高

まっていくことを目的とする。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 菅澤順子 EED214-A01 障害児保育Ⅰ 目的|子どもの生活援助を行うなかで、多くの病気や障害があることを知る|インク

ルーシブ保育が進められていっているが、保育教育現場において求められることに

ついて学ぶ||概要|障害児保育→特別支援教育の領域、領域のなかでよく耳にする障

害について症状を知る。|集団のなかでの生活の可能性、方法など事例にふれる|事

例をとおしておとなのありかた、どのように保育を進めていくか。|保育の５領域の

内容についても実践に触れ集団生活の可能性を探る|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 菅澤順子 EED215-A52 障害児保育Ⅱ 目的 子どもの生活援助を行うなかで、多くの病気や障害があることを知る|

インクルーシブ保育が進められていっているが、保育教育現場において|   求め

られることについて学ぶ ||概要 障害児保育→特別支援教育の領域、領域のなか

でよく耳にする障害に|   ついて症状を知る。集団のなかでの生活の可能性、方

法など事例にふれる|   事例をとおしておとなのありかた、どのように保育を進

めていくか。保育の５ |   領域の内容についても実践に触れ集団生活の可能性

を探る|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 中尾繁樹 SED201-A51 障害者教育総論 障害児（者）の正しい理解と認識を深めるとともに、特殊教育から特別支援教育へ

の移行を学習していく。平成１９年度から始まった特別支援教育は、これまでの

「場の教育」から｢機会の教育｣へと内容が変化している。その基本的な理念と内容

について学ぶことで、特別支援教育の今日的課題を考察していきたい。| それらの

学習によって基本的な知識及び技能の習得を目指し、障害のある子ども一人ひとり

への具体的な支援の手立てを考えていく。障害児（者）の問題は、人間発達の問題

であり、全ての教育の基本になるものである。教職を目指すもの全てに必要な内容

であり人としての人間観を育むことで、将来の進路に向けた資質向上につながるよ

うにする。 |

2

3.教育学部 教育福祉学科 中尾繁樹 SED204-A01 肢体不自由教育総論 <概要>肢体不自由児（者）の正しい理解と認識を深めるとともに、肢体不自由教育

の歴史や学習指導要領の変遷をたどりながら、主に肢体不自由教育の全般的な理解

について学習する。肢体不自由を主とした特別支援学校及び特別支援学級での指導

の実際を学習する中で、特別な教育内容、領域教科を合わせた指導（遊びの指導、

生活単元学習、作業学習、日常生活の指導）の授業、自立活動、教科の授業等につ

いて理解する。さらに「個別の指導計画」及び「個別の教育支援計画」について、

その基本的考え方や策定方法も理解する。|(目的)以上の学習によって基本的な知識

及び技能の習得を目指し、肢体不自由のある子ども一人ひとりへの具体的な支援の

手立てを考えていく。ライフステージそった様々な事象や現象について触れながら

肢体不自由児の教育課程、心理、生理及び指導法を理解し、将来の進路に向けた資

質向上につながるようにする。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 EED217-A51 言語表現技術 ［目的］| 幼児期言語の特徴を理解し、言語表現技術の具体的展開のための技術を

習得することをめざす。|［概要］| 言語表現の基礎基本として「聞く・話す、読

む、書く」を位置づけることができる。| 幼児期においては、ことば獲得段階とし

て「話す・聞く・演じる」ことへの興味・関心が高まることを学ぶ。| 幼児期に積

極的かつ意欲的な態度を身につけるには、周囲にいる大人の関わり方が大きく影響

することを学ぶ。|

1
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3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 EED227-A01 こどもと言葉 ［目的］|領域「言葉」の内容に関する基礎的知識について学修することを目的とす

る。|［概要］|幼児が言葉を獲得する意義について理解する。|幼児の発達に対して

果たす言葉の役割について考える。|多様な児童文化財の内容と価値について知る。

1

3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 PED103-A01 国語Ⅰ ［目的］| 基礎的な国語力を高めることをめざす。|［概要］ | 新聞と読書を中

心に「言葉を育てる」ことを学ぶ。| 教育現場において行われる「聞く・話す、読

む、書く」という言語活動について、文献や事例をもとに学ぶ.。| 読書タイムや

書取テスト、スピーチの実践を通して、国語の知識と技能について学ぶ。

2

3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 PED201-A51 初等国語科教育法 ［目的］| 授業を作るためのプロセスと意義を理解し、実践することをめざす。|

［概要］| ・講義とグループワークを中心とする授業を通して、国語科教育の実際

を知り、現状における課題を浮き彫りにし、これからの国語科教育の歩むべき方向

を知る。| ・授業を作ることにおいて必要な教師の国語力とはいかなるものかを明

らかにする。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 PED211-A51 国語Ⅱ ［目的］| 「聞く・話す、読む、書く」の基礎的技能のレベル向上を図り、国語力

の伸⾧をめざす。|［概要］| 大村はまの実践から「教えるということ」の本質を

探ることを第一義とする。

2

3.教育学部 教育福祉学科 中西一彦 PED222-A01 板書技術 ［目的］| 教育実習に向かう実践力を身につけることをめざす。|［概要］| 教育

現場において、黒板・電子黒板の活用は必要不可欠である。子供たちの学習指導を

支援するのは、効果的な板書である。そこで、黒板の効果的な書き方、電子黒板の

使い方を伝授する

2

3.教育学部 教育福祉学科 松本恵美子 EED202-A01 社会的養護  近年、児童を取り巻く社会環境は大きく変化し、児童が安心して暮らせるもので

はなくなってきている。子供の貧困、児童虐待等、明らかに子どもの人権が侵害さ

れている実態が毎日のようにニュースとして伝わって来る。このように、社会に

よって守られるべき（養護されるべき）子どもの実態は大きく変化し、従って、そ

の支援に求められるものも変わりつつある。| このような状況に対して、私たちに

何ができるのかを考えるために、社会が児童の人権と命を守るために行ってきたこ

との歴史や法・制度について学びぶことで会的養護とは何かについて学ぶ。そし

て、社会的養護を担う保育士に求められる専門性や支援のあり方について学び、専

門職としての資質を高める。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松本恵美子 EED308-A12 保育実習Ⅲ事前事後指導 ①さまざまな種類の施設の子ども達の抱える問題と、その生活を知り、理解をす

る。|②さまざまな種類の施設の果たしている役割を理解する。|③施設の子ども達

の支援の方法を学び、一人一人の子どもに合わせたコミュニケーションの取り方を

学ぶ。|④施設職員の仕事内容を知り、保育士の専門性について学ぶ|

1
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3.教育学部 教育福祉学科 松本恵美子 EED310-A01 保育実習Ⅲ ①さまざまな種類の施設の子ども達の抱える問題と、その生活を知り、理解をす

る。|②さまざまな種類の施設の果たしている役割を理解する。|③施設の子ども達

の支援の方法を学び、一人一人の子どもに合わせたコミュニケーションの取り方を

学ぶ。|④施設職員の仕事内容を知り、保育士の専門性について学ぶ|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED223-A01 生活 【目的】|この科目は、小学校生活科の目標を理解し、指導力の基礎を身に付けるこ

とを目的とします||【概要】|〇小学校生活科の成立過程から、幼稚園･保育園所と

の接続の重要性について学ぶ|〇生活科の単元の概要を捉える|〇学習内容に応じた

活動計画の作成・活動案を立案する|〇模擬授業やグループワークなどの体験を通し

て、授業の奥深さや面白さを体感する|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED224-A51 総合的な学習の時間の指導法（小）【目的】|この科目は、小学校「総合的な学習の時間」の成立の背景とその理念を捉

え、探究的な活動について協議することを目的とします||【概要】|〇小学校総合的

な学習の時間の基本理念（目標･内容等）について学ぶ|〇活動内容に応じたテーマ

設定、活動計画、活動案の作成法について学ぶ|〇作成した活動案の検討･分析を通

して、授業技術について学ぶ|〇グループワーク、模擬授業等の活動を通して、授業

の奥深さ、面白さを体感する|〇SDGｓをテーマにした教材開発に取り組む

1

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED301-A01 初等社会科教育法 【目的】|この科目は、小学校教師として社会科の目標を理解し、授業の基礎を身に

付けることを目的とします。||【概要】|〇小学校社会科の基本理念（目標・特性

等）について学ぶ。|〇学習内容に応じた指導計画の作成法。指導計画に基づく指導

案の作成法。|〇作成した指導案の検討・分析などを通して、授業技術について学

ぶ。|〇模擬授業やグループワークなどの体験を通して、授業の奥深さ、面白さを体

感する。 |

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED304-A01 初等生活科教育法 【目的】|この科目は、小学校教師として生活科の目標を理解し、指導法の基礎を身

に付けることを目的とします||【概要】|〇生活科の基本理念について理解する。|〇

生活科の学習指導に必要な基礎知識や教育技術について学ぶ|〇生活科の学習内容に

応じた指導計画の作成法。指導計画に基づく指導案の作成法について学ぶ|〇作成し

た指導案の検討・分析などを通して、授業技術について学ぶ|〇発表活動やグループ

ワークなどを通して、授業のおもしろさ難しさなどの体験をする。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED312-A01 社会Ⅰ 【目的】| この科目は、特に小学校３年・４年生の社会科教材について、「主体

的・対話的で深い学び」の視点で授業設計の基本を身に付けることを目的としま

す。||【概要】|〇学習指導要領における小学校社会科教育の目標・内容等のねらい

やポイントを理解しつつ社会科の教育実践につなげる。| ・小学校社会科教育の目

標・内容と具体的な実践との比較研究| ・社会科教育における資料の活用を中心と

して学習スキルを検討・研究する| ・発表活動、グループワークなどの体験を通し

た指導法の研究 |

2
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3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED313-A51 社会Ⅱ 【目的】|この科目は、特に小学校５年/６年生の単元についての教材研究を通し

て、小学校社会科教育についての理解を深めることを目的とします||【概要】|〇社

会Ⅰで学んだ小学校社会科教育の目標・内容等のねらいやポイントなどの理解を深

め、社会科の教育実践力向上をめざす。| ○小学校社会科教育の目標・内容と具体

的な実践との比較研究| ○社会科教育における資料の活用を中心とした学習スキル

を検討・研究する| ○発表活動、グループワークなどの体験を通した指導法の研究

|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED316-A01 小学校教育実習Ⅰ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED317-A01 小学校教育実習Ⅱ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED318-A02 教育実習事前事後指導 【目的】 | この科目は、小学校教師として教育現場での研究と指導力を身に付け

ることを目的とします。||【概要】| 教育実習は、教職資格を取得するための必須

の専門科目であり、教育の実際場面での研究と指導力を高めることがねらいであ

る。そのため、教育実習にあたっては、その意義や目的、教育指導上基本となる事

項等について正しく、深く理解しておかねばならない。さらに、人間を育てていく

という学校教育の場で知っておかなければならないルールや守らなければならない

規律・規則など事前に学んでおくべきことが多くある。それらを総じて、実習事前

事後指導は、教育実習で学ばなければならない事項の学習のみでなく、教師として

のあり方、姿勢も含め、きわめて重要な学習であるといえる。| 教育実習は広い領

域に渡って教員としての全てを学び取ろうとするものであるので、事前事後指導の

学習が実習だけでなく、今後の進路に影響することもある重要な役割を担っている

のが本科目の大きな特徴である。|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 PED403-A51 教職実践演習（小） ○学習指導について、模擬授業、ロールプレイ、授業参観、学習指導案研究等によ

り|授業力を高める。|○学級経営において、現職教員の講話、実践事例研究、グ

ループによる演習等により|指導実践力を高める。|○学校の服務、校務分掌などの

実際について知り、社会性を身に付ける。|○特別支援などの知見から、子ども理

解・指導理解を深め、対人関係能力（対応力）|を高める。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 松尾和宣 REG306-A51 防災教育 【目的】|この科目は、学校園や施設等のセーフティ･マネージメントに関して理解

し、防災・防犯に関しての方策を具体的に提案できる力を身に付けることを目的と

します。||【概要】|〇通学途中や学校内で様々な被害や事故に遭遇する事件が頻発

しているが、不審者の侵入や校内での事故を防ぐために学校としてどのような安全

対策を講じているかを検証する。|〇問題事案が起こった時に、解決策はどのように

すればよいか、最近の事例を基に防犯対策などを検証する。|〇学校という集団生活

の場において災害や事故発生時の学校と自宅の保護者との連携の取り方やその訓練

方法など、地域の防災計画、そして、学校での事故等の対応について検証する。|〇

教職員として、災害直後の具体的な動きを阪神淡路大震災、東北大震災等の事例を

基に検討する。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 道中 隆 SWK104-A01 社会保障論  【目的】|  現下のグローバル化した循環型市場経済の中の雇用の劣化とセーフ

ティネットの綻び、超高齢社会での日本の社会保障制度、各国の社会保障制度を鳥

瞰し、セーフティネットとしての社会保障のしくみとその在り方について理解する

ことを目的とする。||【概要】|  日本の社会保障は大きな転換期を迎え、家族、雇

用、人口減少といった激動の波を受けようとしている。近代から現代へ社会保障制

度がなぜ生まれ、どのような変遷を経て、現在どのような困難に直面し、政策課題

を抱えているのか生活上の安全や多様性について専門領域から論理的に理解する。

具体的には、社会保障制度である年金保険、医療保険、介護保険、民間保険、公的

施策、社会保障の実施体制、専門職などについて理解するとともに政策的課題とし

ての認識を深める。|

4

3.教育学部 教育福祉学科 道中 隆 SWK203-A51 公的扶助論 【目的】| 貧困の格差が拡大する中、働いても生活が困難なボーダーライン層や

ワーキングプアが大きく裾野を広げている。最後のセーフティネットである生活保

護受給者が増加する中、中間的セーフティネットの生活困窮者自立支援制度の利用

者も急増している。これらの貧困者を対象とする制度のしくみを理解することを目

的とする。||【概要】| 救貧的機能の二次的セーフティネットの生活保護の動向や

生活困窮者自立支援の制度運用に関する自治体財政、自立支援のあり方、保護の実

施体制などについて議論したい。適宜、社会事象をとりあげ生活困窮世帯の自立支

援方策について、政策的課題として認識を深める。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 水本隆正 PED317-A04 小学校教育実習Ⅱ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 水本隆正 PED318-A04 教育実習事前事後指導 【目的】 | この科目は、小学校教師として教育現場での研究と指導力を身に付け

ることを目的とします。||【概要】| 教育実習は、教職資格を取得するための必須

の専門科目であり、教育の実際場面での研究と指導力を高めることがねらいであ

る。そのため、教育実習にあたっては、その意義や目的、教育指導上基本となる事

項等について正しく、深く理解しておかねばならない。さらに、人間を育てていく

という学校教育の場で知っておかなければならないルールや守らなければならない

規律・規則など事前に学んでおくべきことが多くある。それらを総じて、実習事前

事後指導は、教育実習で学ばなければならない事項の学習のみでなく、教師として

のあり方、姿勢も含め、きわめて重要な学習であるといえる。| 教育実習は広い領

域に渡って教員としての全てを学び取ろうとするものであるので、事前事後指導の

学習が実習だけでなく、今後の進路に影響することもある重要な役割を担っている

のが本科目の大きな特徴である。|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 椋田善之 EED403-A52 教職実践演習（幼） 【目的】|この授業では、幼稚園・保育に関する自己課題に気付き、気付いた自己課

題の改善を図るとともに、保育実践力を高めることを目的としています。||【概

要】|「教職実践演習（幼）」は、幼稚園教員免許、保育士資格の取得にとって必須

の科目です。本科目では、教員・保育者として求められる、①使命感や責任感、教

育的愛情等に関する事項、②社会性や対人関係能力に関する事項、③こども理解や

クラス運営等に関する事項、④保育内容等の指導力に関する事項について、総合

的・横断的に学ぶと共に、実践について最終的な確認を行うことになります。将来

的に教育・保育に携わる際に有用な学修となります。

2
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3.教育学部 教育福祉学科 百瀬和夫 PED316-A02 小学校教育実習Ⅰ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 百瀬和夫 PED317-A02 小学校教育実習Ⅱ 【目的】| この科目は、小学校教員になるにあたって実際の教育活動を直に体験･

実践するものです。||【概要】| 教育実習は、将来教師になろうとする人が、一定

の期間、学校教育の実際の場で、経験豊富な教師の指導を受けながら、児童と直接

交流し、実際の教育活動を身をもって体験、実践するものです。| 実習において、

小学校の校務や教科指導等全般にわたって理解を深め、教師の生き方や指導する姿

に具体的に触れる機会であり、教師としての必要な知識、指導技術、姿勢・態度等

を身に付けるための重要な役割を持っています。| 小学校教師養成のための教育実

習は、特に重要な位置を占めており、そこで学んだ学習技術や教師としての姿勢・

態度などは、これからの大学での学習にも大きな影響を与えるものです。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 百瀬和夫 PED318-A03 教育実習事前事後指導 【目的】 | この科目は、小学校教師として教育現場での研究と指導力を身に付け

ることを目的とします。||【概要】| 教育実習は、教職資格を取得するための必須

の専門科目であり、教育の実際場面での研究と指導力を高めることがねらいであ

る。そのため、教育実習にあたっては、その意義や目的、教育指導上基本となる事

項等について正しく、深く理解しておかねばならない。さらに、人間を育てていく

という学校教育の場で知っておかなければならないルールや守らなければならない

規律・規則など事前に学んでおくべきことが多くある。それらを総じて、実習事前

事後指導は、教育実習で学ばなければならない事項の学習のみでなく、教師として

のあり方、姿勢も含め、きわめて重要な学習であるといえる。| 教育実習は広い領

域に渡って教員としての全てを学び取ろうとするものであるので、事前事後指導の

学習が実習だけでなく、今後の進路に影響することもある重要な役割を担っている

のが本科目の大きな特徴である。|||

1

3.教育学部 教育福祉学科 百瀬和夫 PED403-A52 教職実践演習（小） ○学習指導について、模擬授業、ロールプレイ、授業参観、学習指導案研究等によ

り|授業力を高める。|○学級経営において、現職教員の講話、実践事例研究、グ

ループによる演習等により|指導実践力を高める。|○学校の服務、校務分掌などの

実際について知り、社会性を身に付ける。|○特別支援などの知見から、子ども理

解・指導理解を深め、対人関係能力（対応力）|を高める。|

2
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3.教育学部 教育福祉学科 吉田裕彦 SED203-A02 知的障害教育総論 【目的】|この科目は、知的障害教育の概要と指導内容、指導方法について身に着け

ることができる。|【概要】|知的障害児の教育は、特別支援学校および小中学校の

特別支援学級などで行われ、その際さまざまな指導内容・方法・指導形態で行われ

ている。|本講義では、知的障害の概念、定義、歴史などをまず解説する。そして、

知的障害児の教育について、学習指導要領や教育課程の編成に基づいた教科別・領

域別の指導および領域・教科を合わせた指導（日常生活の指導、生活単元学習、作

業学習、遊びの指導）などを概説する。また、指導・支援の核となる自立活動の考

え方や個別の教育支援計画・個別の指導計画の作成についても説明する。 毎回、

前回の講義の復習を行う。また、次回の講義内容を予告し、そのキーワードを示

す。|

2

117

4.経営学部 経営学科 飯嶋香織 SMN204-A02 プロジェクトマネジメント演習Ⅱ 【目的】|社会では組織の中で人と関わりながらチームで仕事をすることが多くな

る。また、有期で（期限が決められていて）、ミッション（特別な目的）を与えら

れたプロジェクトに取り組むことがある。そういったことを踏まえてこの授業で

は、プロジェクトマネジメントに必要な基本的スキルを身につける。||【概要】|・

授業前半では、２年生の学習で必要とされる基本事項を学ぶ。|・授業前半では、実

際の企業を対象に事例研究（PBL）を実施する。|・その他、夏学期以降の経験学習

に関するガイダンスを実施して受講を促す。|そして、秋学期のプロジェクトマネジ

メント演習Ⅲにつなげていく。

2

4.経営学部 経営学科 上山修一 REG203-M01 地域経営概論 全国の地域は、少子高齢化による人口減少、首都圏への一極集中などにより、地域

の安全・安心はもとより、存続 そのものが危機にさらされています。|この問題を

解決するために地域住民が真の豊かで暮らしていけるよう、従来 の考え方や習慣や

体制にとらわれないイノベーションの発想をもとに、市民、企業、行政などの関係

者が主体的に協働して実践していくあり方が重要となっています。|本科目では、地

域の問題と課題を理解しながら、具体的な地域経営の視点から地域づくりに対する

基本的 な考え方はもとより、地域資源の現状評価、テーマの発見、計画へのプ ロ

セス理解できるスキルの獲得を目指します。|

2

3.教育学部 教育福祉学科 単位数合計
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4.経営学部 経営学科 川脇康生 REG202-M51 公共サービス論 本授業は、公共サービスについての理論と実践を学ぶことを目的にしています。|ま

ず公共の定義を行い、公共を担うさまざまなプレーヤー（国・地方自治体、非営利

組織、営利組織、社会的企業など）について、それぞれの社会的役割を詳しく解説

します。特に私たちが認識を新たにしなければならないことは、国・地方自治体だ

けでなく、民間組織や私たち一人ひとりも公共経営の一翼を担っているということ

です。当事者意識をもって私たちが公共経営に携わらなければならないことは、世

界的潮流といっていいでしょう。それに加えて、そうならざるを得ない日本特有の

事情もあります。それは継続的な景気の悪化により日本が⾧らく苦しんできた財政

赤字の存在です。社会問題を解決するには多くの財政支出を必要とするからです。

それだけではありません。国・地方自治体と民間組織が一丸となって、社会問題の

解決に挑まなければならないほど、日本の社会問題は多岐にわたり複雑化していま

す。このような状況下にあり、私たちは公共をどうやって経営したらいいのでしょ

うか。|私たちが公共経営をより有効的かつ効率的に運営するための手法について学

びます。

2

4.経営学部 経営学科 北村正仁 INT106-A81 業界研究 本科目は、企業訪問や講演等を通じて、自らの将来の職種について主体的な価値観

を築くための業界研究を行う。|①研修先企業等の業界・業種・業務内容等を理解す

る。|②実社会の体験、業界の仕組み、仕事内容を頭と体で理解する。|③自分の適

性にあった職業か判断できるようにする。|業界研究実習は２年次から具体化する専

門分野の一部を実体験し、その分野が自分に向いているかについて、体験をするこ

とにより考える機会とする。

2

4.経営学部 経営学科 北村正仁 MNG212-A01 中小企業論 【目的】|この科目は、日本の中小企業の経営をマネジメントの視点から捉えること

を目的とします。|【概要】|皆さんは「中小企業」と聞いて、どのようなイメージ

を持ちますか？|実は、日本の企業数の99.7%が中小企業で、66.0%の人が中小企業

で働いています。つまり、中小企業は日本経済にとってとても大きな役割を果たし

ています。その中小企業の経営を、経営学（マネジメント）の視点から考えながら

学修します。|・中小企業とは|・中小企業の環境適応マネジメント|・中小企業の資

源統合マネジメント|日本の中小企業の概況を理解し、社外環境にいかに対応してい

るのか、社内資源をいかに活用するのかなど、中小企業経営をマネジメントの視点

から考えます。そのうえで、中小企業経営の特徴・課題・可能性を考察していきま

す。|【対象者】|次のような将来像を描いている人に薦められる科目です。|・大企

業だけでなく中小企業の魅力や可能性を知りたい（将来就職を考えている）|・家業

の手伝いや事業継承を考えている（将来中小企業の経営に携わる）|・将来は自らの

夢を実現するために「起業」を考えている（起業して経営をやりたい）|など

2
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4.経営学部 経営学科 北村正仁 SMN204-A03 プロジェクトマネジメント演習Ⅱ 【目的】|社会では組織の中で人と関わりながらチームで仕事をすることが多くな

る。また、有期で（期限が決められていて）、ミッション（特別な目的）を与えら

れたプロジェクトに取り組むことがある。そういったことを踏まえてこの授業で

は、プロジェクトマネジメントに必要な基本的スキルを身につける。||【概要】|・

授業前半では、２年生の学習で必要とされる基本事項を学ぶ。|・授業前半では、実

際の企業を対象に事例研究（PBL）を実施する。|・その他、夏学期以降の経験学習

に関するガイダンスを実施して受講を促す。|そして、秋学期のプロジェクトマネジ

メント演習Ⅲにつなげていく。

2

4.経営学部 経営学科 北村正仁 SMN205-A51 プロジェクトマネジメント演習Ⅲ  【授業の目的】『プロジェクトマネジメントの実践』 |会社や組織では人と関わり

ながら仕事を行うが、特にチームでの仕事が多くなる。また、業務上のルーティン

ワークとは別に個別にプロジェクトを割り振られ、期限内で目標以上の成果を求め

られる。|本授業では、プロジェクトマネジメントに必要な基本スキルを身につける

ため、主にPBL形式でのグループワークでミッションに取り組む。|【授業の概要】

|・インターンシップについては、これまでの事例研究等を通して個人や企業が遭遇

する様々な問題を、PBL課題についてはその背景を深く理解し、両方とも自分たち

の問題意識として意見交換して、報告ポスターやパワーポイントを作成し発表す

る。|・企業との連携によるPBL学習により、企業が現実に直面している課題に対す

る解決案を提示することで正解のない課題に対する課題解決の訓練をする。|・事例

研究や準備を入念に行い、基礎学力の向上を目指して、進級というミッションに取

り組む。

4

4.経営学部 経営学科 百濟正和 CRE202-M54 仕事とキャリア形成Ⅱ ■概要|本講義では、実際に社会人として企業や団体等で業務を遂行する上で、当然

必要とされるであろう基礎的な能力を振り返る。|１ 自己分析と自己PR|「仕事と

キャリア形成Ⅰ」を振り返り、就職活動において求められる自己PRのプレゼンテー

ションを行うことができる。|2.履歴書とエントリーシート作成することができる。

|就職活動において必要な履歴書とエントリーシートを作成する。|３．基礎学力の

確認|就職活動においては、時にSPI等の基礎学力検査によって、社会人として最低

限の思考力、一般教養等が問われる。この種の学力検査については、出題傾向を事

前に研究し、試験の形式に慣れることで対処可能な部分も多い。非言語スコアを

アップさせる。|尚、この授業はSDGs８のゴール、「包括的かつ持続可能な経済成

⾧及びすべての人々の完全かつ生涯的な雇用と働き甲斐のある人間らしい（ディー

セントワーク）を促進する」に関連しています。|

2
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4.経営学部 経営学科 百濟正和 INT203-M72 インターンシップⅠ 学内での学習成果としての専門知識やスキルを、特定の業種・業界のビジネスの現

場で実践し、その有効性を確認する。また、現実社会における様々な経済現象を、

今後の大学での学習にフィードバックする。このように大学と社会の往還を通し

て、企業の仕組みや作業の流れ、組織内の人間関係などを実際に体験することで、

教室で勉強した知識についての理解を深めるとともに、就業意識と学習意欲を高め

る。 |授業は「事前学習」、「実習」、「事後のリフレクション」という３つの内

容からなる。 |・事前学習 ・・受入企業及び業務の内容を理解し、実習の現場で必

要とされるビジネスマナー、その他必要なスキルを習得する。また、実習により達

成すべき課題(実習計画)を作成する。 |・実習 ・・各企業の受入担当者の指導に基

づき実施される。 |・事後学習・・実習を行った各業務がどのような役割を分担す

るかを分析し、それぞれの業務に関する成功要因と失敗要因をまとめる。さらに問

題解決のための情報を整理する |

2

4.経営学部 経営学科 助川たかね BSS308-M51 ビジネスプロモーション ・これまでに修得した経営学の基礎理論を実践的に応用し、過去から現在に至る企

業戦略の事例を分析し、将来に向けた戦略の策定。|・営利組織では「持続的収入機

会」の、非営利や公的組織では「持続的社会的価値」の創出を目的とし、この目的

を実現するための「事業戦略」を設計・実施するための知識と応用力の修得。|・ビ

ジネスを取り巻く急速かつ大きな外部環境の変化に対応できるプロモーションの策

定・計画。|特に昨今の地政学的リスク、デジタル・トランスフォーメーション

（DX）の台頭、パンデミックや災害など地球環境リスク、などを考慮した戦略の分

析と策定。

2

4.経営学部 経営学科 助川たかね MRK101-M01 マーケティング マーケティングの基礎理論や専門用語を修得し、営利・非営利を問わず、マーケ

ティング活動を計画・実行・管理していく際に必要となる視点と分析の枠組みを理

解し、理論を実践的に応用できるようになることを目指す。|事例研究等を通して、

国内外のマーケティングの現状や新しい概念を知ることももうひとつの目的とす

る。

4
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4.経営学部 経営学科 助川たかね MRK305-M51 インターネットマーケティング インターネットマーケティングとはインターネットを利用したマーケティングの総

称である。|本科目では、インターネットマーケティングをビジネスと情報技術の革

新の両面から考察することで、インターネットを利用したマーケティングの基本戦

略を理解し、応用できるようになることを目指す。また、インターネットマーケ

ティングにおける新たな課題であるコンテンツのデジタル化および著作権につい

て、実際の事例を用い、最新の法整備の観点から課題を抽出し、対応先を考える。

2

4.経営学部 経営学科 助川たかね SMN401-M04 卒業研究 ・プロジェクトマネジメント演習およびマネジメント専門演習で設計した卒業論文

の設計図、収集データを基に、テーマや調査方法等を再設計し、卒業論文を実施す

る。|

4

4.経営学部 経営学科 田口健 FLE207-A81 実用英語A 訪日旅行客が増え続けるなか、日本国内の様々な観光地では、外国人観光客を目に

することが多くなってきた。この授業では、日本国内の観光地を英語で説明する教

科書を用い、知識を得るのはもちろん、英語で日本の歴史や文化を説明できるよう

にすることを目的とする。|「読む、聞く、話す」は教科書を用いて、「書く」は演

習形式にて実践し、バランスよく英語を習得できるようにする。|

2

4.経営学部 経営学科 田口健 TOU205-A71 ホテルマネジメント 観光産業におけるいわゆる「ホテル」について、通常はサービス業として「運営手

法（オペレーション）」を論じられることが多いが、「経営手法（ビジネス）」、

に重きを置き分けて研究する。|

2

4.経営学部 経営学科 林万平 INT108-M81 業界研究 本実習は、企業訪問実習を通じて、業界研究を行う。|①各コースの訪問先・研修先

企業等の業務内容とありかたを、自分なりにまとめる|②実社会の体験、業界の仕組

み、仕事内容を頭と体で理解する。|③自分の適性にあった職業か判断できるように

する。|業界研究実習は２年次から具体化する専門分野の一部を実体験し、その分野

が自分に向いているかについて、体験をすることにより考える機会とする。

2

4.経営学部 経営学科 藤本賢司 TOU208-A01 観光実務論  観光産業は21世紀の世界的な一大産業である。新型コロナウィルスの蔓延により

観光産業は大打撃を受けたが、新しい形で復活を遂げつつある。|2023年は日本に

おいても、間違いなく「観光」が躍進する年となるだろう。||風光明媚な景色を楽

しみ、名所史跡を巡り、現地の文化を楽しむ観光は、人生に豊かさをもたらし人に

生きる力を与える。|| 本科目では15回の授業を通じて、現場と経営目線の両方か

ら観光産業の実務を疑似体験をしてもらい、観光を多角的に捉える視座の獲得を目

指す。|前半は、交通、宿泊、旅行会社、お土産物屋、ガイド・添乗員、予約システ

ム、観光行政など、それぞれの業界独特の論理や現場の人の息遣いを順に学ぶ。|後

半は、その知見を活かしてグループワークを中心にアクティブラーニングの手法

で、チームごとに「卒業旅行」プランを作成してもらう。|| 随時、各単元ごとに

はグループワークでお互いにフィードバックしたり議論を深める場を持ち、知識の

定着をはかる。

2
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4.経営学部 経営学科 本田あけみ BRI203-A51 ビューティビジネス論 |授業の目的| ９兆円と推定されるビューティビジネスの市場規模（ビューティサ

ロンビジネス、コスメティックビジネス、ブライダルビジネス）における美容業界

について理解するとともに、その1/3を占める、ヘア・メイク・ネイル・エステ等

のビューティビジネスについてサロン経営の視点から解明する。||授業の概要|

ビューティビジネスの視点からビューティの各分野における専門的なビジネス内容

及び技術者評価指標としての各種免許制度・検定制度、および人材育成について理

解する。|また、日本以外のビューティビジネス事情を知ることで自分と異なる他の

価値観を学ぶ。||

2

4.経営学部 経営学科 本田あけみ BRI204-A01 ビューティ技術論 |授業の目的| ヘア、メイクアップ、ネイル、エステティック、ブライダルそれぞ

れの技術の理解を深め、ビューティ技術の概要を把握することでツーリズム、ブラ

イダル業界でのビューティーの役割を認識することを目的とする。|さらに、各技術

を知ることでビューティビジネスについての客観的な判断ができる。| |授業の概

要| この授業では、ビューティビジネスの視点からビューティの各専門的な技術を

紹介・実際に演習することで、|トータルビューティ技術の基礎的な理解を深める。

||

2

4.経営学部 経営学科 本田あけみ CRE202-A52 仕事とキャリア形成Ⅱ ■概要|本講義では、実際に社会人として企業や団体等で業務を遂行する上で、当然

必要とされるであろう基礎的な能力を振り返る。|１ 自己分析と自己PR|「仕事と

キャリア形成Ⅰ」を振り返り、就職活動において求められる自己PRのプレゼンテー

ションを行うことができる。|2.履歴書とエントリーシート作成することができる。

|就職活動において必要な履歴書とエントリーシートを作成する。|３．基礎学力の

確認|就職活動においては、時にSPI等の基礎学力検査によって、社会人として最低

限の思考力、一般教養等が問われる。この種の学力検査については、出題傾向を事

前に研究し、試験の形式に慣れることで対処可能な部分も多い。非言語スコアを

アップさせる。|尚、この授業はSDGs８のゴール、「包括的かつ持続可能な経済成

⾧及びすべての人々の完全かつ生涯的な雇用と働き甲斐のある人間らしい（ディー

セントワーク）を促進する」に関連しています。|

2

4.経営学部 経営学科 堀上 明 MNG101-A01 経営学概論 ■目的| 経営学の各専門領域を本格的に学ぶ準備段階として、経営学の全体像を学

習します。|■概要| 経営学は、組織のマネジメントを扱う経営学分野、組織間の

取引関係を扱う商学分野、経営を会計数字という視点から捉えようとする会計学分

野に分けることができます。|本科目では、経営学分野を学習します。商学分野は

「マーケティング」という科目で学習しますので割愛します。会計学分野について

も触れることができません。「商業簿記」や「財務会計論」等の個別の科目で学習

してください。| ３０回の授業のうち前半は教科書に沿って基礎知識を学びます。

後半では日経ビジネスの記事を使った事例研究で経営課題の実例を学びます。

4
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4.経営学部 経営学科 堀上 明 MNG302-A01 コンプライアンス ■目的| 企業不正の事例をもとに、コンプライアンスの重要性について学びます。

|■概要| コンプライアンスとは、一般に「法令遵守」のことですが、法律さえ

守っていれば何をやってもよい、ということにはなりません。違法でなくても社会

から批判を浴びることもあります。コンプライアンスで問題を起こすと、企業はそ

れまで培ってきた信頼を一瞬のうちに失うこととなり、結果として企業の存続自体

ができなくなることさえあります。

2

4.経営学部 経営学科 堀上 明 SMN204-A01 プロジェクトマネジメント演習Ⅱ 【目的】|社会では組織の中で人と関わりながらチームで仕事をすることが多くな

る。また、有期で（期限が決められていて）、ミッション（特別な目的）を与えら

れたプロジェクトに取り組むことがある。そういったことを踏まえてこの授業で

は、プロジェクトマネジメントに必要な基本的スキルを身につける。||【概要】|・

授業前半では、２年生の学習で必要とされる基本事項を学ぶ。|・授業前半では、実

際の企業を対象に事例研究（PBL）を実施する。|・その他、夏学期以降の経験学習

に関するガイダンスを実施して受講を促す。|そして、秋学期のプロジェクトマネジ

メント演習Ⅲにつなげていく。

2

4.経営学部 経営学科 松田忠喜 PED402-M51 特別活動の指導法 【目的】| 特別活動は、小・中・高・特別支援学校の教育課程に位置付く教育活動

です。したがって、学校現場では、自分が担当する教科に関わらず、すべての教師

が特別活動の指導にあたることになります。| そこで、本科目では、特別活動の教

育的意義や目標・内容、評価の在り方や指導法等についての理論を理解し、実践的

な指導力を身に付けるとともに、学びを今後の自己の生き方に生かすことができる

ようにします。|【概要】| 近年、情報化・少子高齢化など急速な社会変化の中

で、人間関係の希薄化が進み、子どもたちの自主性、社会性などを身に付ける機会

が激減しています。そこで、多様な集団活動や体験活動を通して「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」を育成する資質・能力の三つの視点とする特別活動の果

たす重要な役割を追究します。| 本科目では、新学習指導要領に基づいて授業を行

いますが、一方的な講義ではなく、3分間スピーチをはじめ、ともに考え・話し合う

場や実際に学級会を行う実践的な活動など学生側の自主的、主体的な活動を織り交

ぜながら、特別活動の指導法を身に付けていきます。|

2

4.経営学部 経営学科 村田昌彦 GLB302-M51 国際防災協力  大災害発生時には、海外からの被災地支援が必要となる。|本授業では、国際的な

災害支援の枠組みやシステム、さらに、わが国の具体的な国際支援や受援の実績な

どについて、実際に国際防災協力関係の仕事を行っている実務家を授業に呼び、実

体験に基づく話を聞き、国際防災協力について体系的に学ぶ。|

2

4.経営学部 経営学科 村田昌彦 MNG305-M01 セーフティマネジメント論 具体的な各種の危機事案対応などを通じて、「地域防災減災論」で学んだ防災・減

災についての体系的な知識をさらに深め、災害をイメージする力をより高めること

により、様々な危機に対する事前対策、予防、対応など、社会のいかなる分野にお

いても有効となる安全・安心を担保する力を身につける。

2
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4.経営学部 経営学科 村田昌彦 REG305-M01 コミュニティ防災 大災害に際してきわめて重要となる自助・共助について、実際の災害事例などを通

じて理解し、地域コミュニティの一員として災害に事前に備え、災害発生時には迅

速的確な対応を、自ら率先して行える力を身につける。

2

4.経営学部 経営学科 村田昌彦 REG306-M51 防災教育 【本授業では、企業防災を行うための防災教育を主眼とする】| 大災害において企

業に対する被害を最小限にとどめ、企業活動を迅速に再開し、企業を存続させるた

めに必用となる、災害への備え、災害後の対応についての知識や対処法を、過去の

災害における企業対応の成功・失敗事例などから学ぶ。

2

4.経営学部 経営学科 村田昌彦 RSM301-M51 企業危機管理論 【本授業では、企業防災を行うための防災教育を主眼とする】| 大災害において企

業に対する被害を最小限にとどめ、企業活動を迅速に再開し、企業を存続させるた

めに必用となる、災害への備え、災害後の対応についての知識や対処法を、過去の

災害における企業対応の成功・失敗事例などから学ぶ。

2

66

5.国際コミ学部 英語コミ学科 伊藤創 JPE101-Y01 日本語の構造Ⅰ 本講義では、普段ほとんど意識した事のないであろう日本語のシステムを、様々な

観点から捉え直すこ とによって、日本語(ひいては言語そのもの)に対する知識を深

め、また柔軟で論理的な思考を養うこと を目的とする。特に、日本語が話せない外

国人の視点から見た日本語とはどのようなものなのか、つまり 「外国語としての日

本語」の特徴を掴えることを目的とする。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 伊藤創 JPE201-Y01 日本語教育事情 本講義では以下の項目を学ぶ。 ■日本語がどのように教えられているのか、あるい

は教えられてきたのか、日本語教育の現在の状況と 歴史について学ぶ。 ■現在の

日本にいる留学生や外国人労働者がどのような状況にあるのか、その実情と彼らが

(ひいては 日本が)抱える課題について学ぶ。 ■上記と関連して、そもそも、どのよ

うにして日本語が今のような形になったのか、その成り立ちや日本 語位置づけなど

についても学ぶ。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 片山真理 EDE202-Y81 英語科教育法Ⅱ 【目的】|英語科指導に必要な知識を身につけ、実際の指導現場で用いることを考え

られるようになる。また、様々な指導法の⾧所・短所とその改善点について考えら

れるようになる。||【概要】|四技能および発音、文法、語彙などの指導法に関する

従来型の問題点を指摘し、これを改善するための指導法について、グループでの議

論（内容によって日本語または英語）を通して考えます。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 越山泰子 JPE202-Y51 日本語コミュニケーション この授業では、日本語を外国語として効果的に指導するために、日本語を取り巻く

社会的言語活動やコミュニケーションの方法について学習します。|講義を通して

様々な言語研究を参照し、言語使用とコミュニケーションについての基礎知識を用

いながらグループワークを通して日本語の特徴について客観的に考え、身近な「日

本語らしい」言語現象について解明していきます。

2

4.経営学部 経営学科 単位数合計
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5.国際コミ学部 英語コミ学科 越山泰子 JPE303-Y01 日本語教授法 この授業では、外国語として日本語を教えるための基礎知識について学びます。|日

本語の特徴を理解しながら、教案の組み立て方、授業の流れ、教材分析を通して、

ことばを効果的に教える方法を学びます。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 越山泰子 JPE304-Y51 日本語教育の実践と評価 この授業では、外国語としての日本語教育における実践と評価の方法について学習

します。|日本語の様々なt特徴、評価法における実例を参照しながら、日本語教育

の実践と評価に関する基礎知識を養います。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 越山泰子 SVL203-Y01 サービスラーニングⅡ このクラスでは、日本語を外国語として教える知識や教え方について学び、地域で

日本語を学ぶ外国人の日本語学習支援を行う。授業や活動を通して、異文化への理

解や地域社会への貢献についての学びを深める。|

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 横山雅彦 FLE110-Y04 オーラル・コミュニケーション１ ダイアログのロールプレイングと音読・暗唱、およびパターン・プラクティスによ

るドリルを通して、英語スピーキングの際に強力な武器となる次のような「フレー

ズ」を習得する。||1. 「かたまりの表現」として使えるようになっておくべき表現

|2. 一般的な文法ルールからはずれた表現|3. 補足的な文法項目を用いた表現|4. 表現

の幅を広げるための表現|5. 会話のいきいきとしたフロー（流れ）の中で身につける

べき表現

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 横山雅彦 RED113-Y02 リーディング１ いわゆる学校文法を整理しながら、1文1文の正確な読解力の養成を図る。 2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 横山雅彦 RED114-Y52 リーディング２ 英文解釈から英語⾧文読解への橋渡しを図る。 2

20

6.国際コミ学部 観光学科 小林弘二 TOU210-Y01 旅行産業論 【概要】|授業では、まず、旅行事業を取り巻く環境を左右する国の役割（観光政

策）、地域の観光振興を担う自治体の役割についての理解を深めるところから始め

ます。しして、それらの観光事業の基盤を踏まえ、観光・集客事業を担うそれぞれ

の事業の役割、機能、集客への取組み等について学びます。具体的には、旅行業、

宿泊業、航空事業、テーマパーク等の観光施設について、個別にその特徴や課題に

ついて学びます。|【目的】|この授業では、国の観光政策や地域の観光振興を担う

自治体の役割等を踏まえ、観光立国実現に向けて観光・旅行事業はどうあるべきな

のか等について、皆さんと一緒に理解を深め行くとを目的とします。す。

2

5.国際コミ学部 英語コミ学科 単位数合計
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

6.国際コミ学部 観光学科 小林弘二 TOU222-Y51 観光交通システム論 |【概要】| 観光は、観光客（観光主体）が観光地や施設（観光客体）を訪問する

行動であり、その行動を助⾧、促進する交通や観光情報（観光媒体）によって構成

されています。また、観光地は観光客の移動にそって演出されます。見る場所や位

置によってその観光素材は変化し、同じ景色でもバスと電車の車窓からでは結果的

に違う景観を見せる「場を提供する」という役割も持っています。|さらに、交通

は、乗り物自体が観光資源としての役割を演じるケースも多くみられます。| この

ように観光における交通には、単に移動手段としての役割のほか、観光地の魅力向

上の仕掛けとしての役割を持つ観光には欠かせない要素になっています。|この授業

では交通産業を観光と連携した視点から学びます。 |【目的】| この授業では交

通と観光の密接な関係性や相互に及ぼしあう影響や効果を十分に理解し、地域社会

での課題解決と交通機関が果たす役割や創造的価値を学ぶことを目的とします。|

2

6.国際コミ学部 観光学科 小林弘二 TOU327-Y01 トラベルエージェント論 【概要】| 旅行関連ビジネスには、一般的に宿泊ビジネス、旅行業ビジネス、交通

ビジネス、娯楽ビジネス、料飲ビジネス、土産物ビジネス等があり、前の３つが基

幹的旅行ビジネス、後の３つ等が付随的旅行ビジネスと呼ばれています。授業で

は、旅行ビジネスの中核的役割を担っている旅行業のビジネスについて、その仕組

みや役割、ビジネスモデルについて、市場環境変化を踏まえて時系列に分析し学び

ます。|【目的】| 観光立国実現に向けて、旅行需要の地域分散化、旅行サービス

の品質管理という課題が挙げられています。このような課題を解決するため、今

後、日本の旅行業者に求められる機能や役割について、地域との関り、新たなビジ

ネスモデルの構築など、授業の学びを通じて皆さんと一緒に理解を深めて行くこと

を目的とします。|

2

6.国際コミ学部 観光学科 玉木慶介 ACC101-Y01 ファイナンス 【目的】| ・お金は人生にとって切っても切れない存在です。ファイナンスはお金

にまつわる学問です。|  職場での事業推進、個人の資産運用、様々な場面でファ

イナンスの知識は必要になります。|  一部の金融専門職を除き、難解な計算式を

理解する必要はありません。|  基礎的な考え方を理解することが肝要で、その点

を重視していきます。| ・学術面の知見を深めるとともに、社会に出てから後に気

をつけたいお金との付き合い方、|  注意点について理解を深めることも目指して

いきます。|【概要】| ・社会人としての実体験を通じ必要性が高いと感じる内容

を中心に、ファイナンスやその基礎|  となる会計や各種制度面について紹介して

いきます。| ・講義を通じ、時に敬遠しがちなファイナンスを身近なものとして捉

え、継続的に興味|  を持つことを重視し、個人の生活面に関連する事項を【コラ

ム】として各回で紹介します。

2
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 BSS206-Y01 ビジネスモデル・デザイン 目的：ビジネスモデルとは何か？その意味を理解し、フレームワークを活用してビ

ジネスモデルを読み解き、改善し、新たに構築する力を身に付けます|概要：ビジネ

スモデルは、大きく「コンセプト」「戦略」「スキーム」「収支」によって語られ

ます。皆さんの身近なビジネス・サービス・商品の実例を用いながら、グループ

ワークなどの演習を交えて、ビジネスモデルの各要素の理解を深めます。

2

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 BSS208-Y51 イノベーション論 【目的】Innovationという言葉は、J.A.シュンペーターが著書「経済発展の理論」の

中で提唱した経済発展論の中心的な概念で、直訳すると「革新」や「刷新」という

意味を持ちます。労働，土地などの生産要素の組合せを変化させたり，新たな生産

要素を導入したりする企業家の行為を指します。生産技術の変化だけでなく，新市

場や新製品の開発，新資源の獲得，生産組織の改革あるいは新制度の導入なども含

まれるとされています。シュンペーターはイノベーションにより投資需要や消費需

要が刺激され，経済の新たな好況局面がつくりだされ，経済発展の最も主導的な要

因であるとしています。一方で既存産業に壊滅的な影響を与え、市場構造を一変さ

せる場合もあります。|現在では、国際的な経済構造や私たちの社会生活、社会構造

にまで大きな影響を与えるものとして認識され、ウイズコロナ、国際関係の緊張・

混乱、更に進むグローバリゼーション、それらにともなう価値観の変化など観光産

業界をとりまく環境が大きく変動する中、イノベーションを担う人材が求められて

います。|本講義では、イノベーションが生まれる背景要因、構成要素、プロセス、

イノベーションがもたらす影響を理解し、さらにイノベーションを起こすための考

え方やマネジメントのあり方、イノベーションの阻害要因について考察し、イノ

ベーションを生むためのアプローチとマネジメントに関する知識とスキル、そして

マインドセットを身につけることをめざします。||【概要】授業では、講義に加

え、個人ワークとグループ・ディスカッションを組み合わせ繰り返して行い、段階

的に理解を深め、スキルを身につけ、革新的なアイデアのプレゼンテーションの実

践を目指します。このため、主体的な事前学習により自分の考えを明確化し、それ

をベースに建設的な議論に積極的に参加することが求められます。 |

2
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 MRK102-Y51 マーケティング論 目的：|１．身近な題材を用いた実践的なワークを通じて、マーケティングの視点を

体得する|２．自らのキャリアも含め、世の中で起こっていることをマーケティング

視点で考える習慣を付ける|３．マーケティングに対する興味・関心を高め、受講後

も学習を継続する動機付けとする|概要：|10年前までのユニバーサル・スタジオ・

ジャパン（ＵＳＪ）は、来場者が思うように集まらず、経営破綻の危機に陥ってい

ました。それが今や、日本を、いや世界を代表する一大テーマパークとして、たく

さんの来場者で賑わっています。そのＵＳＪの危機を救ったのが、「マーケティン

グ」の力なのです。|この講義では、ＵＳＪの奇跡の復活など、今まさに起こってい

ること、これから起こることを、マーケティングの視点で体感し理解します。授業

では、テーマパークの新アトラクション企画など、学生の皆さんが具体的にイメー

ジしやすい、身近で親しみのある題材を多用します。 |

2

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 TOU212-Y51 サービス・ブランディング 目的：ブランドの強さによって、企業の業績は大きく左右されます。ブランドとは

何か？特に、観光産業などサービス業におけるブランドの役割と重要性を理解しま

す。|概要：「ブランド」という言葉は誰でも知っていますが、その意味を説明でき

ますか？この授業では、テーマパークやコンビニエンスストアといった身近なサー

ビスを題材としてブランドの意味やその効果を学びます。加えて、観光産業におい

て重要な要素である「地域のブランド」を設計する方法について、グループワーク

やフィールドワークを通じて学習します。

2

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 TOU221-Y51 ＭＩＣＥ・ＩＲ概論 目的：ＭＩＣＥとは何か、ＩＲとは何かを理解するとともに、そのメリット・デメ

リットと、日本と世界におけるこれまでと今後を概観します。|概要：

MICE(Meeting, Incentive, Convention, Exhibition / Event)、IR(Integrated Resort)

は、ともにこれからの社会・観光ビジネスを語るうえで、もっとも重要な概念と言

えます。オリンピックを含むスポーツイベント、万博などの博覧会、日々各地で行

われている展示会など、具体例を用いてＭＩＣＥのメリット・デメリットを理解し

ます。|後半のグループワークでは、ＩＲについて、大阪府・市が候補地として立候

補している大阪ＩＲ計画について研究し理解を深めます。

2

6.国際コミ学部 観光学科 寺井太郎 TOU324-Y01 アミューズメントパーク論 目的：ディズニーやＵＳＪなどのテーマパークを、経営学的観点から理解し、テー

マパーク経営における問題発見と解決策を見出す能力を身につけます。|概要：テー

マパークの収入は、おもに①入場料、②飲食、③お土産などの物販、で構成されま

す。どうやってそれぞれの収入を最大化するかについて、例えば「ユニバでいちば

ん人気のお土産やレストランメニューを企画してみよう！」といった実践的なワー

クを通じて、深く考察していきます。履修後には、テーマパークの収入・コスト・

リスクなどについて、、経営的な視点から批判し解決策を提案できるようになりま

す。

2
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科目区分 教員氏名 授業コード 科目名 授業の目的と概要 単位数

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表

6.国際コミ学部 観光学科 松村博之 TOU223-Y01 旅行業演習Ⅰ 「国内旅行業務取扱管理者」の資格取得を目的とします。≪国家試験は、例年９月

に実施される≫|JR,国内航空、貸切バス、フェリー、旅館、ホテルに関する解説を

します。|観光関連産業に就職を目指すための知識として修得することが必要です。

講義では、練習問題を|毎回実施し、「確認テスト」も（３回）します。|従って、

予習復習は計画的にする必要があります。

2

6.国際コミ学部 観光学科 松村博之 TOU224-Y01 旅行業法・旅行業約款特別演習 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者の資格取得を目的とします。|≪

国家試験は、、前者は例年１０月、後者は例年９月に実施される≫||旅行業に関す

る法制度の基礎を理解するとともに旅行業約款では旅行業者と旅行者間の取り決め

について、標準旅行業約款をもとに旅行業界に関する理解を深める。|約款の目的、

企画旅行契約、手配旅行契約、JRなどの運送約款、旅館・ホテルの宿泊約款を系統

だてて学習することで業界の仕事を理解する。

2

6.国際コミ学部 観光学科 松村博之 TOU328-Y01 旅行業演習Ⅱ 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者の資格取得を目的とします。|≪

国家試験は、前者は例年１０月、後者は例年９月に実施される≫|旅行業に関する法

制度の基礎を理解し、旅行業にかかわる取引の公正の維持、旅行の安全確保、|旅行

者の利便増進に繋がるものとして制定されたもので、それらを遂行するための各

ルールがどのようなものであるかを理解することになります。

2

6.国際コミ学部 観光学科 李容淑 TOU209-Y51 インバウンドツーリズム産業論 インバウンドツーリズムとは何か、日本経済におけるインバウンドツーリズムの重

要性を理解し、インバウンドツーリズム産業全体を経営学視点において把握をす

る。インバウンドツーリズムは、成⾧著しいアジアをはじめとする世界の需要を取

り込むことによって、人口減少・少子高齢化が進展する 日本において、交流人口の

拡大によって地域の活力を維持し、社会を発展させることに大きく貢献する。ま

た、インバウンドツーリズム産業の核となる旅行業、宿泊業、輸送業、航空・空港

業、お土産販売業、フードビジネス業等について、マクロ視点から、それぞれの業

界の特徴と問題点の考察した上で、個々の企業をミクロ的な問題をとりあげ、その

企業経営のあり方や、将来展望を模索するものとする。インバウンド観光産業は毎

年成⾧し、2019年には訪日外国人旅行客が３,１88万人を突破し、消費額は４兆６

千億円にも到達して、毎年最高記録を立てている。特に2021年、東京オリンピック

を越え関西地域には、2025年の世界万博の開催が大阪地域に誘致する計画を控えて

いる。||ところが、最近世界に拡散するCOVID-19の影響で観光産業が大打撃を受け

ている中、この危機を乗り越えて、ポストコロナを対応する新戦略への大転換の必

要である。その時代に合わせた専門知識を持つ人材が必要であろう。|この講義では

日本政府が主導する日本の未来を支える重要国家産業として専門家育成戦略に従う

『インバウンド主任者実務認定試験』を目指して徹底的な授業を実施します。 |

2

286.国際コミ学部 観光学科 単位数合計
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7.心理学部 心理学科 大松光寿 CRI101-Y01 犯罪学概論 【目的】この科目は、最広義の犯罪学（刑事学）の学びとして、警察が行う各種取

り組み内容|を理解することを目的とします。||【概要】具体的には、総務、警務、

刑事、生活安全、地域、交通及び警備の各警察部門が行う|活動について学びます。

2

7.心理学部 心理学科 大松光寿 CRI304-Y51 犯罪関連法論 【目的】この科目は、刑法及び刑事訴訟法を中心とした犯罪への対処実態を理解し

身につけることを目的とします。||【概要】刑法については、犯罪と刑罰に関する

共通ルールである刑法総論を中心として、また、刑事訴訟法については、犯罪の捜

査、裁判の手続きなど刑罰法令の適用・実現に必要な手続きについて学びます。ま

た、近時問題となっているいじめ問題や暴力団対策等に関する法令などについても

学修します。

4

7.心理学部 心理学科 大松光寿 SMN201-Y10 専門演習Ⅰ 【目的】事件・事故を題材としたグループ討議やプレゼンテーション通じて、専門

分野の情報収集力やコミュニケーション能力を身につけることを目的とします。||

【概要】具体的には、班別に事件・事故に関するテーマを自由に選定し、事実関係

や背景事情、内在する問題点等について調査・検討したのちにプレゼンを行い、討

議することにより専門的知識を学修します。

2

7.心理学部 心理学科 大松光寿 SMN202-Y56 専門演習Ⅱ 【目的】事件・事故を題材として、各自が論文や書籍、雑誌等を読み、まとめて他

者に正しく|伝えるスキルを身につけることを目的とします。||【概要】具体的に

は、各自が事件・事故に関するテーマを自由に選定し、事実関係や背景事情、内在

する問題点等について調査・検討したのちにプレゼンを行い、討議することにより

専門的知識を学修します。

2

7.心理学部 心理学科 神垣一規 CLI101-Y51 臨床心理学概論Ⅰ 【目的】この科目は臨床心理学に関する基本的な知識を身に付けることを目的とし

ます。|【概要】| 臨床心理学の全体構造を把握し、臨床心理学の歴史について知

る。そしてカウンセリング、アセスメントの基礎について学ぶ。さらに「心の病」

や自傷等について考える機会をもつ。これらのことを通して、臨床心理学全般につ

いての基礎的な事柄について学ぶことを目的とする。

2

7.心理学部 心理学科 神垣一規 CLI205-Y01 臨床心理学 【目的】この科目は臨床心理学に関する基本的な知識を身に付けることを目的とし

ます。|【概要】|（神垣担当分）|前半部分では、まず臨床心理学の全体構造を把握

し、臨床心理学の歴史について知る。そしてカウンセリング、アセスメントの基礎

について学ぶ。さらに「心の病」や自傷等について考える機会をもつ。これらのこ

とを通して、臨床心理学全般についての基礎的な事柄について学ぶことを目的とす

る。|（横川担当分）|神垣先生の前半を受けて、こころの健康と異常について学

び、今日の臨床心理的援助に大きな影響を与えた3つの理論・技法として、力動的心

理療法と分類されるS.フロイトから始まる精神分析、C.G.ユングの分析心理学、そ

してパーソンセンタード（来談者中心療法）として知られるC.R.ロジャーズの考え

を紹介し、臨床心理学への基礎的理解を進めることを目的とする。

4
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7.心理学部 心理学科 神垣一規 CLI208-Y01 臨床心理学概論 【目的】この科目は臨床心理学に関する基本的な知識を身に付けることを目的とし

ます。|【概要】|（神垣担当分）|前半部分では、まず臨床心理学の全体構造を把握

し、臨床心理学の歴史について知る。そしてカウンセリング、アセスメントの基礎

について学ぶ。さらに「心の病」や自傷等について考える機会をもつ。これらのこ

とを通して、臨床心理学全般についての基礎的な事柄について学ぶことを目的とす

る。|（横川担当分）|神垣先生の前半を受けて、こころの健康と異常について学

び、今日の臨床心理的援助に大きな影響を与えた3つの理論・技法として、力動的心

理療法と分類されるS.フロイトから始まる精神分析、C.G.ユングの分析心理学、そ

してパーソンセンタード（来談者中心療法）として知られるC.R.ロジャーズの考え

を紹介し、臨床心理学への基礎的理解を進めることを目的とする。

4

7.心理学部 心理学科 田中亜裕子 PSY106-Y01 発達心理学 【科目の概要】|この科目では、生涯発達心理学の立場（人間は生涯を通して成⾧し

続けるという立場）から、胎児期、新生児期、乳幼児期、児童期、青年期、成人

期、老年期の過程において、各発達期の特徴と援助のあり方を理解することを目的

とする。とくに乳幼児期における知能、気質、感情の心理学的理解を通して、子ど

もの発達支援に必要な知識の習得をねらいとする。  ||

2

7.心理学部 心理学科 田中亜裕子 PSY213-Y01 教育・学校心理学 この科目は、教師として活動する際に必要な教育心理学の知識を身に着けることを

目的としています。||具体的には、教育心理学の意義および課題について考察した

上で、知識の獲得過程、学習の動機づけ、学習の転移、個性・個人差と授業、学習

指導について学ぶ。そして、教育心理学的なものの見方・考え方を養った上で、発

達を踏まえた学習支援について基本的な考え方を理解する。||

2

7.心理学部 心理学科 髙橋浩樹 RSM202-Y51 危機管理論 目的：将来企業人等として活動する際のリスクマネジメントを習得します。さらに

日常生活に近接している消費者犯罪を捉え、消費者としての安全の確保策を学び、

安全安心な学生生活、社会生活を送ることが出来る知識（セーフティーマネジメン

ト力）の習得を目的としています。||概要：危機管理に関する歴史、現状、理論、

学生それぞれが一消費者として陥りやすい消費者犯罪についてその手口、被害防止

策を学びます。||

2

7.心理学部 心理学科 髙橋浩樹 SMN201-Y11 専門演習Ⅰ 目的：社会的耳目を集めた事件や事故、ネット空間における問題点等を題材とし

て、情報の収集と分析、グループ討議、プレゼンテーションを通して、物事、自己

の主張を他者に正しく伝えるスキルを身に付けることを目的とします。||概要：各

班においてテーマを選定し、情報検索、グループ討議（問題点、再発防止策等）、

発表案（プレゼン資料、読み原稿等）の作成及び発表を行います。|※各回ノートパ

ソコンを持参して下さい。| 初回にグループ分けを実施しますので、必ず出席して

下さい。

2
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7.心理学部 心理学科 髙橋浩樹 SMN202-Y57 専門演習Ⅱ 目的：社会的耳目を集めた事件や事故、ネット空間における問題点等を題材とし

て、情報の収集と分析、グループ討議、プレゼンテーション、レポートの作成を通

して、物事、自己の主張を他者に正しく表現し、伝えるスキルを身に付けることを

目的とします。||概要：各班においてテーマを選定し、情報検索、発表案（プレゼ

ン資料、読み原稿等）、レポートの作成及び発表を行います。|※各回ノートパソコ

ンを持参して下さい| 初回にグループ分けを実施しますので、必ず出席してくださ

い。

2

7.心理学部 心理学科 道免逸子 PSY211-Y51 健康・医療心理学 この講義では、健康心理学という比較的新しい分野が扱う諸問題を概観し、ストレ

スとその影響や予防と健康増進の意義について学ぶ。またその中で、臨床心理の視

点をどのように役立てられるかについて自分の考えが持てるようにすることを目的

とする。授業の中で、対象者の理解度や状態に応じて、適宜グループワークを実施

する。

2

7.心理学部 心理学科 道免逸子 SMN201-Y13 専門演習Ⅰ 本演習は、興味あるテーマについて探求する楽しさを知ることを目的とします。論

文を読む体験、プレゼンをする体験から卒論執筆に必要な基礎的スキルの獲得を目

指し、jamboardやmindmeisterといったオンラインツールを学びに取り入れること

で、効率的に作業を進める力も身につけます。

2

7.心理学部 心理学科 中山誠 CRI203-Y03 犯罪・災害報道論 この科目で身につける知識・技法|① 犯罪・災害の報道が理解できる。|② マス

メディアに関する知識が獲得できる。|③ マスメディア情報に対する客観的な対応

が身に付く。

2

7.心理学部 心理学科 松田忠喜 PED402-Y01 特別活動の指導法 【目的】| 特別活動は、小・中・高・特別支援学校の教育課程に位置付く教育活動

です。したがって、学校現場では、自分が担当する教科に関わらず、すべての教師

が特別活動の指導にあたることになります。| そこで、本科目では、特別活動の教

育的意義や目標・内容、評価の在り方や指導法等についての理論を理解し、実践的

な指導力を身に付けるとともに、学びを今後の自己の生き方に生かすことができる

ようにします。|【概要】| 近年、情報化・少子高齢化など急速な社会変化の中

で、人間関係の希薄化が進み、子どもたちの自主性、社会性などを身に付ける機会

が激減しています。そこで、多様な集団活動や体験活動を通して「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」を育成する資質・能力の三つの視点とする特別活動の果

たす重要な役割を追究します。| 本科目では、新学習指導要領に基づいて授業を行

いますが、一方的な講義ではなく、3分間スピーチをはじめ、ともに考え・話し合う

場や実際に学級会を行う実践的な活動など学生側の自主的、主体的な活動を織り交

ぜながら、特別活動の指導法を身に付けていきます。|

2
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7.心理学部 心理学科 山内愛 SPP201-Y51 スポーツ心理学 【目的】|運動・スポーツおよび健康づくり活動の実践や指導、サポートに関する心

理学の基礎を学び、良好なスポーツ活動を推進するための心理学的アプローチに関

する知識を理解、習得することを目的とします。||【概要】|日常の身体運動はもと

より、運動やスポーツは様々な文脈の中で取り組まれています。そこでの活動目的

は、教育、競技、レクリエーション、健康・医療といったように多岐に渡り、それ

ぞれが抱える課題や問題は異なります。そこで、本講義では、スポーツ心理学の果

たす役割について外観した上で、健康スポーツ、競技スポーツ、メンタルトレーニ

ングなどについて学習します。その上で、各人の運動・スポーツ活動に汎化可能な

視点を提供しつつ、スポーツ競技場面や健康スポーツに役立つ知識やスキルの習得

を目指します。

2

7.心理学部 心理学科 山内愛 SPP204-Y01 メンタルトレーニング 【目的】|この科目では、自身の競技場面や指導・サポート場面に活かせるよう、メ

ンタルトレーニングについて、講義と体験的学習を通して理論と技法を学び、身に

つけることを目的とします。||【概要】|スポーツにおけるメンタルトレーニングと

は、アスリートをはじめとするスポーツ活動に携わる者が、競技力向上並びに実力

発揮の為に必要な心理的スキルを習得することを目的とした、スポーツ心理学の理

念に基づく体系的で教育的な活動です。|メンタルトレーニングについて体験的な理

解を深めると共に、各種技法の習得を目指すため、授業は講義だけでなく、実技、

グループワーク、学生同士のディスカッション、プレゼンテーションなど、実践的

な学習を多く行います。

2

7.心理学部 心理学科 山本真由美 CLI209-Y51 心理演習 公認心理師としての知識及び技能の基本的な水準の修得を目的とする。| 心理に関

する支援を要する者等に関するコミュニケーション、心理検査、心理面接、地域支

援等の知識及び技能の習得、心理に関する支援を要する者等の理解とニーズの把握

及ひ?支援計画の作成、心理に関する支援を要する者の現実生活を視野に入れたチー

ムアプローチ、多職種連携及ひ?地域連携、公認心理師としての職業倫理及ひ?法的

義務への理解について、具体的な場面を想定した役割演技（ロールプレイ）や事例

検討等を行い、これらに関する基本的な知識及び技術の修得を目標とする。

4

7.心理学部 心理学科 山本真由美 CLI309-Y71 障害者（児）心理学 本科目は、公認心理師（国家資格）養成に必要な25科目の中の必須科目である。|

【目的】|(1)身体障害、知的障害及ひ?精神障害について概説する。|(2)障害者(児)

の心理社会的課題と必要な支援について概説する。||【概要】| 各障害の支援のた

めの制度やそれに関わる様々な機関についての基本的知識と支援の在り方について

概説する。

2

487.心理学部 心理学科 単位数合計
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8.社会学部 社会学科 田中亜裕子 PSY108-Y01 教育心理学 この科目は、教師として活動する際に必要な教育心理学の知識を身に着けることを

目的としています。||具体的には、教育心理学の意義および課題について考察した

上で、知識の獲得過程、学習の動機づけ、学習の転移、個性・個人差と授業、学習

指導について学ぶ。そして、教育心理学的なものの見方・考え方を養った上で、発

達を踏まえた学習支援について基本的な考え方を理解する。||

2

8.社会学部 社会学科 田中亜裕子 SP2207-Y01 発達心理学 【科目の概要】|この科目では、生涯発達心理学の立場（人間は生涯を通して成⾧し

続けるという立場）から、胎児期、新生児期、乳幼児期、児童期、青年期、成人

期、老年期の過程において、各発達期の特徴と援助のあり方を理解することを目的

とする。とくに乳幼児期における知能、気質、感情の心理学的理解を通して、子ど

もの発達支援に必要な知識の習得をねらいとする。  ||

2

8.社会学部 社会学科 松田忠喜 PED402-Y01 特別活動の指導法 【目的】| 特別活動は、小・中・高・特別支援学校の教育課程に位置付く教育活動

です。したがって、学校現場では、自分が担当する教科に関わらず、すべての教師

が特別活動の指導にあたることになります。| そこで、本科目では、特別活動の教

育的意義や目標・内容、評価の在り方や指導法等についての理論を理解し、実践的

な指導力を身に付けるとともに、学びを今後の自己の生き方に生かすことができる

ようにします。|【概要】| 近年、情報化・少子高齢化など急速な社会変化の中

で、人間関係の希薄化が進み、子どもたちの自主性、社会性などを身に付ける機会

が激減しています。そこで、多様な集団活動や体験活動を通して「人間関係形成」

「社会参画」「自己実現」を育成する資質・能力の三つの視点とする特別活動の果

たす重要な役割を追究します。| 本科目では、新学習指導要領に基づいて授業を行

いますが、一方的な講義ではなく、3分間スピーチをはじめ、ともに考え・話し合う

場や実際に学級会を行う実践的な活動など学生側の自主的、主体的な活動を織り交

ぜながら、特別活動の指導法を身に付けていきます。|

2

6

9.現代社会学部 基礎科目 岡本久 CB1201-Y01 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ﾘﾃﾗｼｰⅢ(ﾈｯﾄﾜｰｸﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ)この科目では、コンピューターリテラシー（読み書きの能力）の、より高度な能力

を身につけることを目的としています。|特に、インターネットを介した情報のやり

取りや、品質の高いプレゼンテーションに欠かすことのできないWebページ構築技

術（HTML言語などの理解）および、画像・映像・音声などのマルチメディアコン

テンツ制作に関する基礎力を習得します。|今日、スマートフォンなどで撮った写真

や映像を発信するのは、専用のツールやアプリを使えば簡単に行うことができま

す。しかし一歩進んだクオリティの高い情報・コンテンツを発信するためには、イ

ンターネットの基本となるHTMLドキュメントやマルチメディアコンテンツについ

ての基本的理解が必要不可欠です。逆にそれらの基礎力を身につけることで、様々

なツールやアプリを効果的に利用し、よりくクオリティの高い情報・コンテンツを

発信することができるようになります。

2

8.社会学部 社会学科 単位数合計
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9.現代社会学部 基礎科目 岡本久 CB1201-Y02 ﾈｯﾄﾜｰｸ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ この科目では、コンピューターリテラシー（読み書きの能力）の、より高度な能力

を身につけることを目的としています。|特に、インターネットを介した情報のやり

取りや、品質の高いプレゼンテーションに欠かすことのできないWebページ構築技

術（HTML言語などの理解）および、画像・映像・音声などのマルチメディアコン

テンツ制作に関する基礎力を習得します。|今日、スマートフォンなどで撮った写真

や映像を発信するのは、専用のツールやアプリを使えば簡単に行うことができま

す。しかし一歩進んだクオリティの高い情報・コンテンツを発信するためには、イ

ンターネットの基本となるHTMLドキュメントやマルチメディアコンテンツについ

ての基本的理解が必要不可欠です。逆にそれらの基礎力を身につけることで、様々

なツールやアプリを効果的に利用し、よりくクオリティの高い情報・コンテンツを

発信することができるようになります。

1
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9.現代社会学部 基礎科目 櫻井一成 CB0163-Y01 健康科学 【目的と概要】学生生活・社会生活上最も大切なことは、心と体の体調管理（自己

管理）である。本講は、体の仕組みと働きについて学びながら、疾患に対する基本

的な医学的知識を習得し、健康・保健に対する自己意識の向上を主目的としてい

る。今後、超高齢化の流れが速まり、医療に対する社会的ニーズはさらに深まる。

特に医療・介護等の分野（介護福祉士、社会福祉士などの国家資格取得、診療補助

などのパラスタッフなど）に興味のある学生は、本学習を礎としさらなる研鑽を積

んで頂きたい。                 |【授業計画と方法】常に「考

えさせる」ことを重視し、PBL型の授業を取り入れつつ進める。下記の授業計画に

従って講義および実習（第５講）を進める。教科書を使用し、プレゼン・資料は 、

学生・教職員専用サイト：WebClassより配信（要ノートPC）し、板書を交えて解

説する。また折に触れ、DVDを使用し理解を深める。

2

9.現代社会学部 基礎科目 櫻井一成 CB0164-Y51 トラベルメディスン 【目的と概要】トラベルメディスンとは「旅行医学」のことである。旅行時は普段

とは異なった環境下にあり、身体的負担や精神的不安を増幅させる。またシルバー

世代や有病者においては旅行中の発病が危惧され要注意であるが、適切なアドバイ

スにより発病リスクの軽減も可能である。旅行者の健康被害を最小限にするために

は、旅行に伴うリスク、予防法、そしてその対処法を適切に理解しておく必要があ

る。本講では、旅行時における健康上のリスクについて知り、どうしたらそのリス

クを最小限に止めることができるのかを習得する。旅行者に対する健康上の諸問題

を疾患ベースで取り上げ、その原因、病態、予防対策などを修得する。また「環境

変化」や「感染症」に関する学習は、観光文化産業従事者のみならず、全ての職種

や高齢者、障害者、また介護等の分野においても役立つ。本講で得られた知識を実

際面で活用できる人材として育ってほしい。|【授業計画と方法】常に「考えさせ

る」ことを重視し、PBL型の授業を取り入れつつ進める。下記の授業計画に従って

パワーポイントを使用し、プレゼン・資料は 、学生・教職員専用サイト：

WebClassより配信（要ノートPC）する。また適宜、視聴覚メディア（DVD）を活

用しながら講義形式で進める。また。「トラベルメディスン・テキストブック（日

本渡航医学会編：非売品）」の骨子に沿って解説する。

2

9.現代社会学部 基礎科目 藤井孝子 CB0165-Y51 手話演習 【目的】|＊聴覚障害者の第一言語である手話を学び、コミュニケーション力を身に

付ける。

＊手話を通して、聴覚障害者の生活、文化、歴史を学び、理解を深める。

|＊ノーマライゼーションの理念を習得し、多様な価値観を認める力を高める。|

【概要】|＊ろう講師の魅力的な手話を、読取り、真似ることで、非音声的表現（ア

イコンタクト・身振り・| 姿勢・間の取り方）を身に付けることができる。

2
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9.現代社会学部 基礎科目 村田昌彦 CB0176-A81 地域防災減災論  本授業では、今後ますます頻発し巨大化する各種災害をたくましく生き抜くため

に必要となる災害に対する基礎的な知識、災害への備え、災害発生時の対応などに

ついて体系的に学習する。| さらに、履修者には、全国的に認知されている「防災

士」の資格試験の受験機会を提供し、履修者全員が「防災士」の資格取得を目指す

|<防災士教本、防災士試験受験料、防災士登録料（合計12,000円）の一部は、協力

企業からの寄付金により補填され、自己負担金は4,000円。| 自己負担金は、講義

開講日に必要書類に添えて納入すること(詳細は別途連絡します)。| 防災士試験に

不合格でも受験しなくても自己負担金は返金しません>

2

11

10.現代社会学部 総合社会学科 青山有希 SA2209-Y01 ＣＡＤ（１） 【目的】この科目は、基本的な建築図面を理解し、コンピュータ（CADソフト）を

用いて建築製図を行うための基本的な技術を習得すること、及びその技術を用い

て、簡単な設計を行い、コンセプトを具現化できる力を身に付けることを目的とし

ます。||【概要】具体的には、前半ではJw_cadを用いて、テキストに沿って、木造

住宅の建築図面を作成しながら基本的な操作を身につけます。|後半では、Jw_cad

とSketchUpを用いて、基本的な寸法感覚を養いながら、3D作図の基本的な操作を

身に付け、コンセプトを作成して簡単な家具を設計し、プレゼンテーションを行い

ます。||コンセプト作成、CADを用いた具現化、プレゼンテーションという流れを

身に付けます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 青山有希 SA2210-Y81 ＣＡＤ（２） 【目的】この科目は、プレゼンテーション用建築図面の作成、2D建築図面から3D

モデリングと建築パースの作成、コンセプトの検討、コンセプトに応じたデザイン

の作成を行い、それらをまとめて、建築プレゼンテーション図面を作成する基本技

術を習得することことを目的とします。||【概要】具体的には、前半では、Jw_cad

の図面をプレゼンテーション用に装飾し、3DモデリングソフトのSketchUpの基本

操作を学習した後、Jw_cadの図面をSketchUpでモデリングして建築のパースを作

成します。|後半では、コンセプトを検討し、コンセプトに応じたデザインを3D図

形に適応し、それらをプレゼンテーション図面としてまとめ、プレゼンテーション

を行います。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 亀井芳郎 SE2210-Y01 産業政策論 この科目は、起業や経営者として活動する際に必要な産業政策の知識を身に着ける

ことを目的とします。具体的には、起業、または経営者が直面する課題（創業、戦

略立案、計画策定、会社設立、資金調達、経営課題対策等々）に対して、どのよう

な中小企業政策があるか、それらを活用するノウハウの獲得を目指します。

2

9.現代社会学部 基礎科目 単位数合計
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10.現代社会学部 総合社会学科 亀井芳郎 SE2307-Y51 経営品質論 この科目は、経営品質とは何かという出発点から、経営の本質について理解してい

くことを目的とします。経営の構成要素である、戦略と組織を定義（概念）とケー

ススタディで学習します。特に、日本的経営の特徴からのアプローチを重視し、日

本的経営の成り立ちから日本の偉大な経営者が実践した経営品質の本質を理解しま

す。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP1102-Y51 臨床心理学概論 本講義では、学問としての臨床心理学について、その歴史と理論、および実践の基

礎的知識について、体系的に学びます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP1201-Y01 心理学基礎実験 心理学の初歩的な実験を実施することを通して、心理学実験の基礎的知識を学びま

す。仮説を立て、実験で確かめる仮説検証型の研究手法および、レポートの作成方

法の基礎を身に着けることを目指します。

1

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP2202-Y51 心理測定法 本講義では、目に見えない心理現象を数値化し、その数量データを統計的に分析す

ることで心理現象に関する知を生み出す方法論について学びます。また、そのうち

の一つである質問紙法を取り上げ、質問紙の作成、調査の実施、ｔ検定によるデー

タ分析を体験し、データサイエンスの力を身につけます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP2203-Y51 心理学実験実習（１） 心理学では、「こころ」をどのように研究するかということが重要な問題であり、

そのために様々な研究方法が考案されてきました。本実習では、代表的な研究方法

である実験法、観察法、質問紙法、面接法、心理検査法について実際に体験し、レ

ポートを作成することにより学びを深めます。とりわけ、面接法、心理検査法と

いったやや応用的な課題が中心となります。

1

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP2208-Y01 カウンセリング 本講義では、臨床心理学の実践であるカウンセリングについて、基礎的知識を学

び、その基礎的・具体的な技法を習得することを目指します。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP2210-Y01 人格心理学 人格（パーソナリティ）とは、性格と言われることもありますが、個人の言動の背

景にあって個人に特徴的な、一貫して持続的なまとまりです。本講義では、主要な

人格理論、人格の発達プロセス、社会・文化との関わりを中心に学びます。また、

人格の病理についても取り上げ、学習を深めます

2

10.現代社会学部 総合社会学科 須崎暁世 SP2302-Y01 青年心理学 青年期は、子どもから大人への移行期であり、心身の両面において重要な変容を遂

げる時期です。本講義では、エリクソンの心理社会的発達理論を基礎に青年期の心

理的・発達的特徴を学びます。また、青年期に多い心理的問題や精神病理について

も事例も含めて取り上げ、学びを深めます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 田中亜裕子 SP2206-Y01 教育心理学 この科目は、教師として活動する際に必要な教育心理学の知識を身に着けることを

目的としています。||具体的には、教育心理学の意義および課題について考察した

上で、知識の獲得過程、学習の動機づけ、学習の転移、個性・個人差と授業、学習

指導について学ぶ。そして、教育心理学的なものの見方・考え方を養った上で、発

達を踏まえた学習支援について基本的な考え方を理解する。||

2
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10.現代社会学部 総合社会学科 田中栄治 SA2108-Y01 建築文化史（１） 【目的】|建築を学ぶ時に、過去の建築の歴史を知ることは最も基本的なことのひと

つです。本講では、近世以前の日本および西洋の建築の歴史について、日本の建築

は神社や寺院などの用途ごとの変遷を、西洋の建築は時代ごとの様式の歴史を概観

します。それにより、近代から現代おける日本の建築の歴史的背景を理解するため

の基礎知識を学びます。||【概要】|授業は集中講義とし、スライドと視聴覚メディ

ア（DVD等）を活用しながら講義形式で進め、授業内容をより具体的に理解するた

めにアクティブ・ラーニングとしてフィールドワークを行います。フィールドワー

クは学外において建築の見学・講義を行います。そこでわかったことを各自小レ

ポートにまとめてください。また、DVD等の映像を通して建築家の設計した建築や

建築設計の実例に関する知識を深めます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 田中栄治 SA2109-Y51 建築文化史（２） 【目的】|建築を学ぶ時に、過去の建築の歴史を知ることは最も基本的なことのひと

つです。本講では、現代の日本の建築の歴史的背景を理解するために必要な近現代

建築史についての基礎知識を学びます。||【概要】|授業は集中講義とし、スライド

と視聴覚メディア（DVD等）を活用しながら講義形式で進め、授業内容をより具体

的に理解するためにアクティブ・ラーニングとしてフィールドワークを行います。

フィールドワークは学外において建築の見学・講義を行います。そこでわかったこ

とを各自小レポートにまとめてください。また、DVD等の映像を通して建築家の設

計した建築や建築設計の実例に関する知識を深めます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 田中栄治 SA2202-Y71 住居学 【目的】|人間の最も基本的な生活環境である住まいについて、古代から現代までの

日本の住まいの歴史と、戦後の日本の住まいの問題に関する基礎知識を学びます。

||【概要】|授業は集中講義とし、スライドと視聴覚メディア（DVD等）を活用しな

がら講義形式で進め、授業内容をより具体的に理解するためにアクティブ・ラーニ

ングとしてのフィールドワークを行います。フィールドワークは学外において資料

館や行政の取り組みの見学・講義を行います。そこでわかったことを各自レポート

にまとめてください。また、DVD等の映像を通して建築家の設計した住宅に関する

知識を深めます。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 田中栄治 SA2204-Y51 建築一般構造（２） 【目的】|建築の安全性の基礎となる建築構造の分類、特徴、構法などについての基

礎知識を学びます。この授業では、おもに鉄骨構造・鉄筋コンクリート構造につい

ての基礎知識を学びます。||【概要】|スライドと視聴覚メディア（DVD等）を活用

しながら講義形式ですすめ、授業内容をより具体的に理解するためにアクティブ・

ラーニングとしてフィールドワークを行います。フィールドワークは神戸にある鉄

骨構造建築や鉄筋コンクリート構造建築の見学および講義を行い、そこでわかった

ことを各自小レポートにまとめてください。

2
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10.現代社会学部 総合社会学科 田中栄治 SA2310-Y81 地域環境論 【目的】|現代社会における地域環境の抱える課題を把握し、より良い地域環境を形

成して持続発展するために、特に地域環境デザインの視点から、都市緑化・環境建

築・地域景観などについての基礎を学びます。||【概要】|授業は集中講義とし、ス

ライドと視聴覚メディア（DVD等）を活用しながら講義形式で進め、授業内容をよ

り具体的に理解するためにアクティブ・ラーニングとしてフィールドワークを行い

ます。フィールドワークは都市緑化や環境建築、都市景観などのまちづくり事例の

見学と講義を行い、そこでわかったことを各自小レポートにまとめてください。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 寺井太郎 SE2205-Y01 ブランド論 目的：ブランドの強さによって、企業の業績は大きく左右されます。ブランドとは

何か？特に、観光産業などサービス業におけるブランドの役割と重要性を理解しま

す。|概要：「ブランド」という言葉は誰でも知っていますが、その意味を説明でき

ますか？この授業では、テーマパークやコンビニエンスストアといった身近なサー

ビスを題材としてブランドの意味やその効果を学びます。加えて、観光産業におい

て重要な要素である「地域のブランド」を設計する方法について、グループワーク

やフィールドワークを通じて学習します。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 中村嘉雄 SE2305-Y01 地域産業論 【目的】|将来企業等に就職するため、社会へ出たときにとても役立つ情報・知識を

習得することを目的とします。|【概要】|現代社会において、地域経済や産業にど

のような問題が起きているのか見ていきます。特に新型コロナウイルス感染症や円

安、物価高騰等の影響により、企業の経営環境は非常に厳しい状況になっていま

す。|次にそれらの問題点は何か、どのような政策がとられてきたのかを概観しま

す。そして企業や産業集積の過去・現状・未来について論じます。特に、兵庫県内

の地場産業に焦点を当てて、地域経済・地域中小企業の活性化に向けた取り組み事

例を紹介し、地域産業のあり方について考察します。そして、地方創生のあり方に

ついても詳しく説明します。|その後、グループに分かれて「地域資源を活用した地

域活性化」、「中心市街地の活性化」、「地場産業や地域中小企業の取り組み」な

どの課題を選び、現状分析や地域活性化に向けた実習や提案をしていただきます。|

皆さんが、企業の社⾧や地域のリーダーになったと想定し、提案（ビジネスプラ

ン、地域活性化プラン等）を一緒に作成していきます。

2
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10.現代社会学部 総合社会学科 伏木真理子 SE2101-Y01 生活と経済 【目的】私たちはお金で商品やサービスを買って生活しているが当たり前と思って

いるこの仕組みはどのようにしてできて来たのだろうか。そもそもお金とは何だろ

う。様々なものにマニュアル（取扱説明書）がついているが、振り返ればお金には

マニュアルがついていない。この授業ではこれらの素朴な疑問からスタートし、現

代社会における種々の問題について基礎的な経済学の理論にも触れながら概説す

る。またその使い方によっては人を幸福にも不幸にもするお金の、言わばマニュア

ルに当たる、お金の管理・運用等についても習得する。

【概要】授業は、基本的には配付資料と視聴覚教材を用いて講義形式で進めるが、

講師の発問に対しての応答、意見表明等を求める場合もある。株式学習ゲーム［ア

クティブ・ラーニング（グループワーク）］も活用するが、チーム単位で会社や経

済社会に関する情報を収集し、意見交換（ディスカッション）を通して分析し、投

資する会社を選定していく。また、その結果に関する発表（プレゼンテーション）

も行ってもらう。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 CS2401-Y06 卒業研究  身近な建築・インテリアに対して、各自で自分のテーマを設定し、調査・考察し

て卒業論文・卒業設計にまとめます。身近なモ ノからインテリア、住宅、建築、街

の空間、あるいは身近な自然の活用までが対象となります。

4

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2111-Y51 インテリアコーディネート論（２）快適な住環境を実現するために必要な建築インテリア及び環境工学の各分野の基礎

的な事項の理解を図る

2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2207-Y01 設計製図基礎（１） 建築設計図を作成するための製図の基礎的な技術を習得する。 2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2208-Y51 設計製図基礎（２） 住宅の設計を行い、設計図及び模型を製作してプレゼンテーション図面として表現

し発表し、これからの住環境のあり方を考える。戸建て住宅の平面、断面、立面を

計画する技術を習得する。 また、自分のアイディアを形にし、提案を図面や模型

で表現してプレゼンテーションする力を身に付ける。 それを通してより良い住ま

いはどうあるべきかを考える。「設計製図基礎（１）」で習得した技術を用いて住

宅建築の設計製図課題を行う。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2211-Y51 建築計画 建築を計画・設計するときに必要な建築計画学の基礎知識を学ぶ 2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2303-Y01 建築・インテリア法規 【目的】|建築の専門家として必要な法規について、 その体系と各種基準を学びま

す。||【概要】|授業は講義形式ですすめ、授業内容をより具体的に理解するために

アクティブ・ラーニングとしてフィールドワークを行います。建築基準法とその関

係法規の基本的知識の習得のため、下の内容の講義を行います。具体的には法文の

読み方や各種規制項目の関連性などを学びます。また、法の基準だけではなく法の

目的を理解し、ひいては建築技術者としての社会的責任を理解し、技術者倫理を育

成することを目指します。

2
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10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2305-Y01 設計製図演習（１） 公共施設の設計を行い、設計図及び模型を製作してプレゼンテーション図面として

表現し発表し、これからの公共環境のあり方を考える。公共施設の平面、断面、立

面を計画する技術を習得する。 また、自分のアイディアを形にし、提案を図面や

模型で表現してプレゼンテーションする力を身に付ける。 それを通してより良い

住まいはどうあるべきかを考える。「設計製図基礎」で習得した技術を用いて建築

の設計製図課題を行う。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2306-Y51 設計製図演習（２） 公共施設又は集合住宅の設計図及び模型を製作してプレゼンテーション図面として

表現し発表する。これからの公共環境、住環境のあり方を考える。  また、設計

に含まれるアイディアを形にし、提案を図面や模型で表現してプレゼンテーション

する力を身に付ける。 「設計製図基礎」で習得した技術を用いて建築の設計製図

課題を行う。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 山隈直人 SA2309-Y51 建築生産 【目的】|建築の企画から設計・建設・維持・解体までの建築生産プロセスの基礎知

識を学び、また建築施工における品質・コスト・工程・安全・環境等の管理につい

て学びます。また、ファシリティマネジメントの基礎知識を学びます。||【概要】|

授業はスライドと視聴覚メディア（DVD等）を活用しながら講義形式で進め、授業

内容をより具体的に理解するためにアクティブ・ラーニングとしてフィールドワー

クを行います。フィールドワークは建設現場などの見学および講義を行い、そこで

わかったことを各自小レポートにまとめてください。

2

58

11.現代社会学部 観光学科 小林弘二 TB2103-Y01 旅行ビジネス 【概要】|授業では、まず、旅行事業を取り巻く環境を左右する国の役割（観光政

策）、地域の観光振興を担う自治体の役割についての理解を深めるところから始め

ます。しして、それらの観光事業の基盤を踏まえ、観光・集客事業を担うそれぞれ

の事業の役割、機能、集客への取組み等について学びます。具体的には、旅行業、

宿泊業、航空事業、テーマパーク等の観光施設について、個別にその特徴や課題に

ついて学びます。|【目的】|この授業では、国の観光政策や地域の観光振興を担う

自治体の役割等を踏まえ、観光立国実現に向けて観光・旅行事業はどうあるべきな

のか等について、皆さんと一緒に理解を深め行くとを目的とします。す。

2

10.現代社会学部 総合社会学科 単位数合計
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11.現代社会学部 観光学科 小林弘二 TB2203-Y51 観光交通産業論 |【概要】| 観光は、観光客（観光主体）が観光地や施設（観光客体）を訪問する

行動であり、その行動を助⾧、促進する交通や観光情報（観光媒体）によって構成

されています。また、観光地は観光客の移動にそって演出されます。見る場所や位

置によってその観光素材は変化し、同じ景色でもバスと電車の車窓からでは結果的

に違う景観を見せる「場を提供する」という役割も持っています。|さらに、交通

は、乗り物自体が観光資源としての役割を演じるケースも多くみられます。| この

ように観光における交通には、単に移動手段としての役割のほか、観光地の魅力向

上の仕掛けとしての役割を持つ観光には欠かせない要素になっています。|この授業

では交通産業を観光と連携した視点から学びます。 |【目的】| この授業では交

通と観光の密接な関係性や相互に及ぼしあう影響や効果を十分に理解し、地域社会

での課題解決と交通機関が果たす役割や創造的価値を学ぶことを目的とします。|

2

11.現代社会学部 観光学科 小林弘二 TB2209-Y51 観光交通論 |【概要】| 観光は、観光客（観光主体）が観光地や施設（観光客体）を訪問する

行動であり、その行動を助⾧、促進する交通や観光情報（観光媒体）によって構成

されています。また、観光地は観光客の移動にそって演出されます。見る場所や位

置によってその観光素材は変化し、同じ景色でもバスと電車の車窓からでは結果的

に違う景観を見せる「場を提供する」という役割も持っています。|さらに、交通

は、乗り物自体が観光資源としての役割を演じるケースも多くみられます。| この

ように観光における交通には、単に移動手段としての役割のほか、観光地の魅力向

上の仕掛けとしての役割を持つ観光には欠かせない要素になっています。|この授業

では交通産業を観光と連携した視点から学びます。 |【目的】| この授業では交

通と観光の密接な関係性や相互に及ぼしあう影響や効果を十分に理解し、地域社会

での課題解決と交通機関が果たす役割や創造的価値を学ぶことを目的とします。|

2

11.現代社会学部 観光学科 寺井太郎 CC1201-Y51 観光マーケティング基礎 目的：|１．身近な題材を用いた実践的なワークを通じて、マーケティングの視点を

体得する|２．自らのキャリアも含め、世の中で起こっていることをマーケティング

視点で考える習慣を付ける|３．マーケティングに対する興味・関心を高め、受講後

も学習を継続する動機付けとする|概要：|10年前までのユニバーサル・スタジオ・

ジャパン（ＵＳＪ）は、来場者が思うように集まらず、経営破綻の危機に陥ってい

ました。それが今や、日本を、いや世界を代表する一大テーマパークとして、たく

さんの来場者で賑わっています。そのＵＳＪの危機を救ったのが、「マーケティン

グ」の力なのです。|この講義では、ＵＳＪの奇跡の復活など、今まさに起こってい

ること、これから起こることを、マーケティングの視点で体感し理解します。授業

では、テーマパークの新アトラクション企画など、学生の皆さんが具体的にイメー

ジしやすい、身近で親しみのある題材を多用します。 |

2
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11.現代社会学部 観光学科 寺井太郎 TB2202-Y01 観光ビジネスモデル論 目的：ビジネスモデルとは何か？その意味を理解し、フレームワークを活用してビ

ジネスモデルを読み解き、改善し、新たに構築する力を身に付けます|概要：ビジネ

スモデルは、大きく「コンセプト」「戦略」「スキーム」「収支」によって語られ

ます。皆さんの身近なビジネス・サービス・商品の実例を用いながら、グループ

ワークなどの演習を交えて、ビジネスモデルの各要素の理解を深めます。

2

11.現代社会学部 観光学科 寺井太郎 TB2211-Y51 観光マーケティング論 目的：|１．身近な題材を用いた実践的なワークを通じて、マーケティングの視点を

体得する|２．自らのキャリアも含め、世の中で起こっていることをマーケティング

視点で考える習慣を付ける|３．マーケティングに対する興味・関心を高め、受講後

も学習を継続する動機付けとする|概要：|10年前までのユニバーサル・スタジオ・

ジャパン（ＵＳＪ）は、来場者が思うように集まらず、経営破綻の危機に陥ってい

ました。それが今や、日本を、いや世界を代表する一大テーマパークとして、たく

さんの来場者で賑わっています。そのＵＳＪの危機を救ったのが、「マーケティン

グ」の力なのです。|この講義では、ＵＳＪの奇跡の復活など、今まさに起こってい

ること、これから起こることを、マーケティングの視点で体感し理解します。授業

では、テーマパークの新アトラクション企画など、学生の皆さんが具体的にイメー

ジしやすい、身近で親しみのある題材を多用します。 |

2

11.現代社会学部 観光学科 寺井太郎 TB2302-Y01 テーマパーク･リゾートビジネス 目的：ディズニーやＵＳＪなどのテーマパークを、経営学的観点から理解し、テー

マパーク経営における問題発見と解決策を見出す能力を身につけます。|概要：テー

マパークの収入は、おもに①入場料、②飲食、③お土産などの物販、で構成されま

す。どうやってそれぞれの収入を最大化するかについて、例えば「ユニバでいちば

ん人気のお土産やレストランメニューを企画してみよう！」といった実践的なワー

クを通じて、深く考察していきます。履修後には、テーマパークの収入・コスト・

リスクなどについて、、経営的な視点から批判し解決策を提案できるようになりま

す。

2

11.現代社会学部 観光学科 寺井太郎 TB2303-Y01 リゾートビジネス論 目的：ディズニーやＵＳＪなどのテーマパークを、経営学的観点から理解し、テー

マパーク経営における問題発見と解決策を見出す能力を身につけます。|概要：テー

マパークの収入は、おもに①入場料、②飲食、③お土産などの物販、で構成されま

す。どうやってそれぞれの収入を最大化するかについて、例えば「ユニバでいちば

ん人気のお土産やレストランメニューを企画してみよう！」といった実践的なワー

クを通じて、深く考察していきます。履修後には、テーマパークの収入・コスト・

リスクなどについて、、経営的な視点から批判し解決策を提案できるようになりま

す。

2
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11.現代社会学部 観光学科 西村典芳 TB2109-Y51 ヘルスツーリズム論 我が国において医療費の高騰が社会問題化する中、予防策としての健康サービスの

重要性がクローズアップされている。経済産業省では、「健康サービス創造研究会

報告書」において、健康サービスのあり方について具体的なモデルを提示してお

り、その一例として地域資源を活用した健康プログラムとしてウエルネスツーリズ

ムを取り上げている。ウエルネスツーリズムは、観光サービスと健康サービスの両

側面を有するが、本講座では特に温泉療法、運動療法、森林セラピーなどの自然療

法に着目し、我が国におけるウエルネスツーリズムに求められる要素及び今後の施

策の方向性について学ぶ。この講座は、３年時以降の専門分野の研究の基礎となる

テーマについて学ぶ。

2

11.現代社会学部 観光学科 西村典芳 TR2206-Y51 スポーツツーリズム論 平成２３年６月に取りまとめられた「スポーツツーリズム推進基本方針」を踏ま

え、スポーツ及び観光に関わる多くの方々に活用され、スポーツツーリズムの一層

の推進が図られることを期待されている。「観るスポーツ」ではプロ野球、Jリーグ

をはじめ高いレベルを誇る競技が数多くあり、多くのファンを魅了している。次

に、「するスポーツ」ではランニング、ウォーキング、サイクリングなどが世代を

超えて人気を集め、スポーツイベントに集う人々が地域に活力を与えている。さら

に、地域に密着したスポーツチームの運営、市民ボランティアとしての大会支援、

国や地域を挙げての国際競技大会・キャンプ誘致等の「支えるスポーツ」は、国・

地域の魅力の効果的発信に寄与している。これら魅力あるスポーツ資源を最大限に

活用し、異なる地域や国の人々の交流を呼び起こし、国内観光振興及びインバウン

ド拡大につながることを学ぶ。

2

11.現代社会学部 観光学科 西村典芳 TR2301-Y51 ウェルネスツーリズム論 我が国において医療費の高騰が社会問題化する中、予防策としての健康サービスの

重要性がクローズアップされている。経済産業省では、「健康サービス創造研究会

報告書」において、健康サービスのあり方について具体的なモデルを提示してお

り、その一例として地域資源を活用した健康プログラムとしてウエルネスツーリズ

ムを取り上げている。ウエルネスツーリズムは、観光サービスと健康サービスの両

側面を有するが、本講座では特に温泉療法、運動療法、森林セラピーなどの自然療

法に着目し、我が国におけるウエルネスツーリズムに求められる要素及び今後の施

策の方向性について学ぶ。この講座は、３年時以降の専門分野の研究の基礎となる

テーマについて学ぶ。

2

11.現代社会学部 観光学科 松村博之 CC2209-Y51 特殊講義Ⅱ 「国内旅行業務取扱管理者」の資格取得を目的とします。≪国家試験は、例年９月

に実施される≫|JR,国内航空、貸切バス、旅館、ホテルに関する解説をします。|観

光関連産業に就職を目指すためのスキルとして修得することが必要です。講義で

は、練習問題を|毎回実施し、「確認テスト」も（３回）します。|従って、予習復

習は計画的にする必要があります。

2
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11.現代社会学部 観光学科 松村博之 CC2210-Y01 特殊講義Ⅲ 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行取扱管理者の資格取得を目的とします。|≪国家

試験は、前者は例年１０月、後者は例年９月に実施される≫||旅行業約款は、旅行

業者と旅行者間の取り決めであり、標準旅行業約款をもとに旅行業界に関する約款

を理解する。|約款の目的、企画旅行契約、手配旅行契約、JRなどの運送約款、旅

館・ホテルの宿泊約款を系統だてて学習することで、業界の仕事を理解する。

2

11.現代社会学部 観光学科 松村博之 CC2211-Y01 特殊講義Ⅳ 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者の資格取得を目的とします。|≪

国家試験は、前者は例年１０月、後者は例年９月に実施される≫|旅行業に関する法

制度の基礎を理解し、旅行業務にかかわる取引の公正の維持、旅行の安全確保、|旅

行者の利便増進に繋がるものとして制定されたもので、それらを遂行するたえんお

各ルールが|どのようなものであるかを理解することになります。|講義では、練習

問題を毎回、確認テストは３回実施します。|従って、予習復習は計画的にする必要

があります。

2

11.現代社会学部 観光学科 松村博之 TB2111-Y01 国内旅行業務（２） 「国内旅行業務取扱管理者」の資格取得を目的とします。≪国家試験は、例年９月

に実施される≫|JR、国内航空、貸切バス、フェリー、旅館、ホテルに関する解説を

します。|観光関連産業に就職を目指すための知識として修得することが必要です。

講義では、練習問題を|毎回実施し、「確認テスト」も（３回）します。|従って、

予習復習は計画的にする必要があります。|

2
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11.現代社会学部 観光学科 松村博之 TB2112-Y01 旅行業約款 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者の資格取得を目的とします。|≪

国家試験は、前者は例年10月、後者は例年９月に実施される≫||旅行業約款は、旅

行業者と旅行者間の取り決めであり、標準旅行業約款をもとに旅行業界に関する約

款を理解する。|約款の目的、企画旅行契約、手配旅行契約、JRなどの運送約款、旅

館・ホテルの宿泊約款を系統だてて学習することで業界の仕事を理解する。||

2

11.現代社会学部 観光学科 松村博之 TB2113-Y01 旅行業法 総合旅行業務取扱管理者、国内旅行業務取扱管理者の資格取得を目的とします。|

≪国家試験は、前者は例年１０月、後者は例年９月に実施される≫|旅行業に関する

法制度の基礎を理解し、旅行業務にかかわる取引の公正の維持、旅行の安全確保、|

旅行者の利便増進に繋がるものとして制定されたもので、それらを遂行するための

各ルールが|どのようなものであるかを理解することになります。|講義では、練習

問題を毎回、確認テストは３回実施します。|従って、予習復習は計画的にする必要

があります。

2

11.現代社会学部 観光学科 李容淑 TG2301-Y51 インバウンドビジネス インバウンドツーリズムとは何か、日本経済におけるインバウンドツーリズムの重

要性を理解し、インバウンドツーリズム産業全体を経営学視点において把握をす

る。インバウンドツーリズムは、成⾧著しいアジアをはじめとする世界の需要を取

り込むことによって、人口減少・少子高齢化が進展する 日本において、交流人口の

拡大によって地域の活力を維持し、社会を発展させることに大きく貢献する。ま

た、インバウンドツーリズム産業の核となる旅行業、宿泊業、輸送業、航空・空港

業、お土産販売業、フードビジネス業等について、マクロ視点から、それぞれの業

界の特徴と問題点の考察した上で、個々の企業をミクロ的な問題をとりあげ、その

企業経営のあり方や、将来展望を模索するものとする。インバウンド観光産業は毎

年成⾧し、2019年には訪日外国人旅行客が３,１88万人を突破し、消費額は４兆６

千億円にも到達して、毎年最高記録を立てている。特に2021年、東京オリンピック

を越え関西地域には、2025年の世界万博の開催が大阪地域に誘致する計画を控えて

いる。||ところが、最近世界に拡散するCOVID-19の影響で観光産業が大打撃を受け

ている中、この危機を乗り越えて、ポストコロナを対応する新戦略への大転換の必

要である。その時代に合わせた専門知識を持つ人材が必要であろう。|この講義では

日本政府が主導する日本の未来を支える重要国家産業として専門家育成戦略に従う

『インバウンド主任者実務認定試験』を目指して徹底的な授業を実施します。 |

2
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555単位数 総合計

11.現代社会学部 観光学科 単位数合計
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